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～市民と議会をつなぐコミュニケーション機関誌～

平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号
　
平
成
22
年
第
19
号
〜
平
成

26
年
第
34
号
ま
で
の
16
刊
、

議
会
で
の
様
々
な
審
議
内
容

等
を
よ
り
詳
し
く
市
民
の
皆

様
に
お
届
け
す
る
為
に
６
人

の
広
報
委
員
に
て
編
集
作
業

を
行
い
市
民
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」を
心

が
け
て
発
刊
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
議

会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
施

行
さ
れ
た
事
に
伴
う
議
会
改

革
の
内
容
や
様
々
な
議
会
活

動
の
内
容
を
記
事
に
し
て
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
市
民

の
皆
様
に
は
議
会
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
協
力
、ご
愛
読

を
頂
き
広
報
委
員
一
同
、心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
選
後
に
発
刊
さ
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」も
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
、ご
愛
読
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
広
報
委
員
長
　
前
里
輝
明

「
議
会
だ
よ
り
」を
、

　ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
議
会
だ
よ
り
」を
、

　ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広報調査特別委員会 奥左より、 中村直哉、 大城竜男、 国吉昌実、 伊禮清則
手前左より、 副委員長 松田兼弘、 委員長 前里輝明

尚巴志のまちづくりコンサート尚巴志のまちづくりコンサート

体協バスケット体協バスケット

　
市
議
会
を
代
表
し
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
四
年
間
、
南
城
市
議
会
の

議
会
運
営
、
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
の
使
命
は
市
民
の
負
託
に
応
え
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

南
城
市
議
会
で
は
議
会
の
持
つ
権
能
や
機
能
を
活
か
し
、議
会

改
革
を
推
し
進
め
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
平

成
24
年
３
月
議
会
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
又
、
両
常
任
委
員
会
で
の
所
管
事
務
調
査
や
多
種
多
様
な

要
望
、
陳
情
に
応
え
た
意
見
書
・
決
議
が
48
件
あ
り
20
名
の

議
員
が
四
年
間
活
発
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
南
西
石
油
の
油
流
出
事
故
、国
道
・
県
道
の
雑
草
除
去
、沖

縄
電
力
への
停
電
に
関
す
る
要
請
、自
転
車
道
・
南
部
東
道
路

の
早
期
着
工
、災
害
時
に
お
け
る
対
応
等
、市
民
生
活
に
直
結

す
る
課
題
に
つい
て
も
議
員
が
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に一般
質
問
に
お
い
て
は
、ほ
ぼ
全
議
員
が
毎
定
例
会
で

行
って
お
り
全
国
的
に
も
多
い
件
数
と
な
って
い
ま
す
。

　
南
城
市
議
会
が
４
年
間
順
調
に
議
会
の
使
命
を
全
う
で
き

ま
し
た
の
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、
特
性
を
活
か
し
議

会
と
行
政
、
市
民
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
三
位
一

体
と
な
って
邁
進
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
南
城
市
民
の
ご
多
幸
と
南
城
市
、南
城
市
議
会
の
益
々
の
飛

翔
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

四
年
間
を
振
り
返
っ
て

南城市議会議長
照喜名　智
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平成26年６月定例会号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 内容案内
大
城
　
竜
男

前
里
　
輝
明

親
川
　
孝
雄

玉
城
　
　
健

松
田
　
兼
弘

城
間
　
松
安

吉
田
　
　
潤

伊
�
　
清
則

中
村
　
直
哉

比
嘉
　
直
明

瀨
底
　
正
真

大
城
　
憲
幸

島
袋
　
賢
栄

国
吉
　
昌
実

長
嶺
　
勝
盛

屋
冝
　
宣
勇

仲
村
　
和
則

大
城
　
　
悟

照
喜
名
　
智

報告第 1 号 平成 25 年度南城市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報　　告

報告第 2 号 平成 25 年度南城市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報　　告

報告第 3 号 南城市新型インフルエンザ等対策行動計画の報告について 報　　告

発委第 1 号 南城市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 24 号 奥武島体験交流施設条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 南城市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号 南城市暴力団排除条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 27 号 南城市優良繁殖牛導入貸付事業基金条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 28 号 南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 29 号 区域外の公の施設の設置について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 30 号 市道の一部廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 31 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 32 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 33 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 34 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 35 号 平成 26 年度南城市一般会計補正予算（第 1 号）について 原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 4 号 船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて 不採択 × × × × ○ × × × × × × × × × × × × ×

陳情第 8 号 パイプライン敷設要請 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 15 号 地元建築設計業者優先活用について要請書 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 18 号 「労働安全衛生委員会」を機能させ、学校労働環境の改善を求める陳情 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 2 号 「30 人以下学級の早期・完全実現」のための意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 3 号 「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 4 号 南部東道路整備に関する要請決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 5 号 「子ども医療費を入院に続き、通院も中学校卒業まで無料とする」県の助成に関する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続調査申し出について（産業教育委員会） 決　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 内容案内
承認第 １ 号 専決処分の承認について（南城市税条例の一部を改正する条例） 承　　認 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第 ２ 号 専決処分の承認について（南城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 23 号 平成 26 年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年第４回南城市議会　　　  定例会（６月）で決まったこと

平成26年第３回南城市議会　　　  臨時会（５月26日）で決まったこと

詳細は P6

詳細は P7

詳細は P7

詳細は P6

詳細は P4

詳細は P17

詳細は P18

詳細は P16

詳細は P19詳細は P19

詳細は P22・23

詳細は P22

議員別表決状況
（○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）
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平成26年６月定例会号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 内容案内
大
城
　
竜
男

前
里
　
輝
明

親
川
　
孝
雄

玉
城
　
　
健

松
田
　
兼
弘

城
間
　
松
安

吉
田
　
　
潤

伊
�
　
清
則

中
村
　
直
哉

比
嘉
　
直
明

瀨
底
　
正
真

大
城
　
憲
幸

島
袋
　
賢
栄

国
吉
　
昌
実

長
嶺
　
勝
盛

屋
冝
　
宣
勇

仲
村
　
和
則

大
城
　
　
悟

照
喜
名
　
智

報告第 1 号 平成 25 年度南城市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報　　告

報告第 2 号 平成 25 年度南城市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報　　告

報告第 3 号 南城市新型インフルエンザ等対策行動計画の報告について 報　　告

発委第 1 号 南城市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 24 号 奥武島体験交流施設条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 南城市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号 南城市暴力団排除条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 27 号 南城市優良繁殖牛導入貸付事業基金条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 28 号 南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 29 号 区域外の公の施設の設置について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 30 号 市道の一部廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 31 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 32 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 33 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 34 号 市道の廃止について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 35 号 平成 26 年度南城市一般会計補正予算（第 1 号）について 原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 4 号 船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて 不採択 × × × × ○ × × × × × × × × × × × × ×

陳情第 8 号 パイプライン敷設要請 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 15 号 地元建築設計業者優先活用について要請書 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 18 号 「労働安全衛生委員会」を機能させ、学校労働環境の改善を求める陳情 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 2 号 「30 人以下学級の早期・完全実現」のための意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 3 号 「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 4 号 南部東道路整備に関する要請決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第 5 号 「子ども医療費を入院に続き、通院も中学校卒業まで無料とする」県の助成に関する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続調査申し出について（産業教育委員会） 決　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 内容案内
承認第 １ 号 専決処分の承認について（南城市税条例の一部を改正する条例） 承　　認 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第 ２ 号 専決処分の承認について（南城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 23 号 平成 26 年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年第４回南城市議会　　　  定例会（６月）で決まったこと

平成26年第３回南城市議会　　　  臨時会（５月26日）で決まったこと

会期日程
自  平成 26 年６月  ３ 日（火）
至  平成 26 年６月 19 日（木）17 日間

※議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利　（裁決権）があります。
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平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号

3億1,527万7千円

補正なし

補正なし

補正なし

補正なし

　　　　　　　　　　　　補正なし

200億3,327万7千円

66億5,423万4千円

3億2,280万円

9億7,035万1千円

11億1,188万6千円

1億5,665万6千円

35

－

－

－

－

会　計　名　称 補　正　額 補正後予算額 議案番号

平成26年度  補正予算の概要

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計
収益的収入

資本的支出

　議案第35号平成26年度一般会計補正予算（第1号）は本会議において賛成・反対と別れました。

反対討論として、庁舎建設費については、まだ建設の賛否や建設前、建設後の財政の状況を比較する議

論が十分ではなく今回の補正での予算措置は時期尚早であるとの討論及び、つくり育てる漁業振興支

援事業（エビ養殖場）については、これまで補助事業を投入した経緯や今後の返済に信頼がおけないと

して今回は事業を投入すべきではないとの討論がありました。

　賛成討論としては庁舎建設費について、合併協定項目に、地理的中心地に合併特例債の活用ができ

る期間に建設すべきと記載されている事、今後の市民サービスの向上と将来の財政負担を考えた上で

予算措置すべきとの討論と、つくり育てる漁業振興支援事業については、今回が最終の措置として考

えて今後の生産ベースを上げる為にも養殖する環境を整備すべきとの討論がありました。

　以上のような討論があり賛成多数で原案可決となりました。

(総務関連）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● は一括交付金事業となります。

○一般コミュニティ事業　　250万円

　地域の連帯感に基づく自治意識を目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な設備を富

里、山里、伊原、目取真の各自治会が整備を行います。

○地域防災組織育成事業　　200万円

　災害時の被害防止活動及び軽減活動のため、防災用品一式を揃えた倉庫を前川区が設置します。

○移住・交流による地域活性化支援事業　　200万円

　移住者、移住希望者、観光客と地元住民との交流拠点を整備し、そこで交流の機会となるワ

ークショップ等を実施します。

平成26年度南城市一般会計補正予算（第１号）について議案第35号

一般会計補正予算の概要

次頁上段へ

前頁下段より○CE（カスタマーエンジニア）常駐委託事業　　486万円

　専門的な知識を持つCEを常駐させ、ネットワーク障害等やマイナンバー制度等の導入に対

応し、業務の改善や効率化を図ります。

○庁舎建設費　　約4,569万円

　新庁舎建設に向けて基本設計、用地測量を行います。

○地域人づくり事業　　約830万円

　あざまサンサンビーチに4名を雇用し、マリンスポーツに関わる資格を取得させ、年間を通

してサービスを提供すると共に就業者の安定的な雇用の確保を行います。

●南城市クロスメディア情報配信事業　　3,000万円
　現在のホームページ等にある観光情報の多言語化やモバイルへの対応も含め、再構築して

観光振興を図ります。

●観光振興計画（前期・中期）評価検証及びアクションプラン策定業務　　約1,031万円
　実施された事業を含め各観光産業・誘客に関連する事業を中期見直しの計画対象とし、観光

客の誘客拡大、観光の方向性等の策定を行います。

●世界遺産「斎場御嶽」ガイダンス施設整備事業　　5,400万円
　斎場御嶽全体を測量により実測した上で3Dデータとして整備し、既存の施設を活用して体

験シアターを設置します。

（民生関連）

○臨時福祉給付金給付事業 （振込手数料分）　266万円

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業 （振込手数料分）　約97万円

（農林水産関連）

○野菜安定供給推進事業　　　4,810万円

　前年度から取り組んでいる植物工場を現在の30坪から更に30坪を拡大して野菜の安定供

給、生産システムを確立し雇用の創出や第一次産業の発展を目的としている事業です。

○破棄（規格外・余剰等低価値含む）青果物の地場産品化及び収益性の高い農産業に寄与する

加工施設整備事業　　　　　　約4,827万円

　農産物等の規格外品（Ｂ、Ｃ級品、余剰作物）を加工する加工施設を整備して付加価値を加え

る事業で農家リスクの軽減や収益の向上及び農作物の増産を目的としている事業です。

●畜産悪臭対策普及推進事業　　1,200万円

　市内の畜産場で悪臭対策の調査として実証実験を行います。

●優良繁殖牛リース支援事業　　　2,000万円

　高齢又は分娩間隔の長い牛を更新し繁殖基盤の強化と経営安定を図る事業です。

●つくり育てる漁業振興支援事業　　1,350万円

　板馬養殖センター内にあるエビを養殖している４つの池の内、１つの池の砂の入れ替えを

行い養殖環境を改善していく事業です。

（教育関連）

●尚巴志活用マスタープラン実施事業　  　　約1,009万円

　尚巴志活用マスタープランに基づき、まちづくりコンサートやシンポジウム、紙芝居の出前

事業、文化講演など様々な事業を展開して地域の歴史資源の活用を行っていく事業です。

議 案 ピ ッ ク ア ッ プ 議 案 ピ ッ ク ア ッ プ

次頁上段へ
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平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号

3億1,527万7千円

補正なし

補正なし

補正なし

補正なし

　　　　　　　　　　　　補正なし

200億3,327万7千円

66億5,423万4千円

3億2,280万円

9億7,035万1千円

11億1,188万6千円

1億5,665万6千円

35

－

－

－

－

会　計　名　称 補　正　額 補正後予算額 議案番号

平成26年度  補正予算の概要

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計
収益的収入

資本的支出

　議案第35号平成26年度一般会計補正予算（第1号）は本会議において賛成・反対と別れました。

反対討論として、庁舎建設費については、まだ建設の賛否や建設前、建設後の財政の状況を比較する議

論が十分ではなく今回の補正での予算措置は時期尚早であるとの討論及び、つくり育てる漁業振興支

援事業（エビ養殖場）については、これまで補助事業を投入した経緯や今後の返済に信頼がおけないと

して今回は事業を投入すべきではないとの討論がありました。

　賛成討論としては庁舎建設費について、合併協定項目に、地理的中心地に合併特例債の活用ができ

る期間に建設すべきと記載されている事、今後の市民サービスの向上と将来の財政負担を考えた上で

予算措置すべきとの討論と、つくり育てる漁業振興支援事業については、今回が最終の措置として考

えて今後の生産ベースを上げる為にも養殖する環境を整備すべきとの討論がありました。

　以上のような討論があり賛成多数で原案可決となりました。

(総務関連）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● は一括交付金事業となります。

○一般コミュニティ事業　　250万円

　地域の連帯感に基づく自治意識を目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な設備を富

里、山里、伊原、目取真の各自治会が整備を行います。

○地域防災組織育成事業　　200万円

　災害時の被害防止活動及び軽減活動のため、防災用品一式を揃えた倉庫を前川区が設置します。

○移住・交流による地域活性化支援事業　　200万円

　移住者、移住希望者、観光客と地元住民との交流拠点を整備し、そこで交流の機会となるワ

ークショップ等を実施します。

平成26年度南城市一般会計補正予算（第１号）について議案第35号

一般会計補正予算の概要

次頁上段へ

前頁下段より○CE（カスタマーエンジニア）常駐委託事業　　486万円

　専門的な知識を持つCEを常駐させ、ネットワーク障害等やマイナンバー制度等の導入に対

応し、業務の改善や効率化を図ります。

○庁舎建設費　　約4,569万円

　新庁舎建設に向けて基本設計、用地測量を行います。

○地域人づくり事業　　約830万円

　あざまサンサンビーチに4名を雇用し、マリンスポーツに関わる資格を取得させ、年間を通

してサービスを提供すると共に就業者の安定的な雇用の確保を行います。

●南城市クロスメディア情報配信事業　　3,000万円
　現在のホームページ等にある観光情報の多言語化やモバイルへの対応も含め、再構築して

観光振興を図ります。

●観光振興計画（前期・中期）評価検証及びアクションプラン策定業務　　約1,031万円
　実施された事業を含め各観光産業・誘客に関連する事業を中期見直しの計画対象とし、観光

客の誘客拡大、観光の方向性等の策定を行います。

●世界遺産「斎場御嶽」ガイダンス施設整備事業　　5,400万円
　斎場御嶽全体を測量により実測した上で3Dデータとして整備し、既存の施設を活用して体

験シアターを設置します。

（民生関連）

○臨時福祉給付金給付事業 （振込手数料分）　266万円

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業 （振込手数料分）　約97万円

（農林水産関連）

○野菜安定供給推進事業　　　4,810万円

　前年度から取り組んでいる植物工場を現在の30坪から更に30坪を拡大して野菜の安定供

給、生産システムを確立し雇用の創出や第一次産業の発展を目的としている事業です。

○破棄（規格外・余剰等低価値含む）青果物の地場産品化及び収益性の高い農産業に寄与する

加工施設整備事業　　　　　　約4,827万円

　農産物等の規格外品（Ｂ、Ｃ級品、余剰作物）を加工する加工施設を整備して付加価値を加え

る事業で農家リスクの軽減や収益の向上及び農作物の増産を目的としている事業です。

●畜産悪臭対策普及推進事業　　1,200万円

　市内の畜産場で悪臭対策の調査として実証実験を行います。

●優良繁殖牛リース支援事業　　　2,000万円

　高齢又は分娩間隔の長い牛を更新し繁殖基盤の強化と経営安定を図る事業です。

●つくり育てる漁業振興支援事業　　1,350万円

　板馬養殖センター内にあるエビを養殖している４つの池の内、１つの池の砂の入れ替えを

行い養殖環境を改善していく事業です。

（教育関連）

●尚巴志活用マスタープラン実施事業　  　　約1,009万円

　尚巴志活用マスタープランに基づき、まちづくりコンサートやシンポジウム、紙芝居の出前

事業、文化講演など様々な事業を展開して地域の歴史資源の活用を行っていく事業です。

議 案 ピ ッ ク ア ッ プ 議 案 ピ ッ ク ア ッ プ

次頁上段へ
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平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号

　議案第35号平成26年度一般会計補正予算（第1号）は本会議において賛成・反対と別れました。

反対討論として、庁舎建設費については、まだ建設の賛否や建設前、建設後の財政の状況を比較する議

論が十分ではなく今回の補正での予算措置は時期尚早であるとの討論及び、つくり育てる漁業振興支

援事業（エビ養殖場）については、これまで補助事業を投入した経緯や今後の返済に信頼がおけないと

して今回は事業を投入すべきではないとの討論がありました。

　賛成討論としては庁舎建設費について、合併協定項目に、地理的中心地に合併特例債の活用ができ

る期間に建設すべきと記載されている事、今後の市民サービスの向上と将来の財政負担を考えた上で

予算措置すべきとの討論と、つくり育てる漁業振興支援事業については、今回が最終の措置として考

えて今後の生産ベースを上げる為にも養殖する環境を整備すべきとの討論がありました。

　以上のような討論があり賛成多数で原案可決となりました。

(総務関連）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● は一括交付金事業となります。

○一般コミュニティ事業　　250万円

　地域の連帯感に基づく自治意識を目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な設備を富

里、山里、伊原、目取真の各自治会が整備を行います。

○地域防災組織育成事業　　200万円

　災害時の被害防止活動及び軽減活動のため、防災用品一式を揃えた倉庫を前川区が設置します。

○移住・交流による地域活性化支援事業　　200万円

　移住者、移住希望者、観光客と地元住民との交流拠点を整備し、そこで交流の機会となるワ

ークショップ等を実施します。

○CE（カスタマーエンジニア）常駐委託事業　　486万円

　専門的な知識を持つCEを常駐させ、ネットワーク障害等やマイナンバー制度等の導入に対

応し、業務の改善や効率化を図ります。

○庁舎建設費　　約4,569万円

　新庁舎建設に向けて基本設計、用地測量を行います。

○地域人づくり事業　　約830万円

　あざまサンサンビーチに4名を雇用し、マリンスポーツに関わる資格を取得させ、年間を通

してサービスを提供すると共に就業者の安定的な雇用の確保を行います。

●南城市クロスメディア情報配信事業　　3,000万円
　現在のホームページ等にある観光情報の多言語化やモバイルへの対応も含め、再構築して

観光振興を図ります。

●観光振興計画（前期・中期）評価検証及びアクションプラン策定業務　　約1,031万円
　実施された事業を含め各観光産業・誘客に関連する事業を中期見直しの計画対象とし、観光

客の誘客拡大、観光の方向性等の策定を行います。

●世界遺産「斎場御嶽」ガイダンス施設整備事業　　5,400万円
　斎場御嶽全体を測量により実測した上で3Dデータとして整備し、既存の施設を活用して体

験シアターを設置します。

（民生関連）

○臨時福祉給付金給付事業 （振込手数料分）　266万円

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業 （振込手数料分）　約97万円

（農林水産関連）

○野菜安定供給推進事業　　　4,810万円

　前年度から取り組んでいる植物工場を現在の30坪から更に30坪を拡大して野菜の安定供

給、生産システムを確立し雇用の創出や第一次産業の発展を目的としている事業です。

○破棄（規格外・余剰等低価値含む）青果物の地場産品化及び収益性の高い農産業に寄与する

加工施設整備事業　　　　　　約4,827万円

　農産物等の規格外品（Ｂ、Ｃ級品、余剰作物）を加工する加工施設を整備して付加価値を加え

る事業で農家リスクの軽減や収益の向上及び農作物の増産を目的としている事業です。

●畜産悪臭対策普及推進事業　　1,200万円

　市内の畜産場で悪臭対策の調査として実証実験を行います。

●優良繁殖牛リース支援事業　　　2,000万円

　高齢又は分娩間隔の長い牛を更新し繁殖基盤の強化と経営安定を図る事業です。

●つくり育てる漁業振興支援事業　　1,350万円

　板馬養殖センター内にあるエビを養殖している４つの池の内、１つの池の砂の入れ替えを

行い養殖環境を改善していく事業です。

（教育関連）

●尚巴志活用マスタープラン実施事業　  　　約1,009万円

　尚巴志活用マスタープランに基づき、まちづくりコンサートやシンポジウム、紙芝居の出前

事業、文化講演など様々な事業を展開して地域の歴史資源の活用を行っていく事業です。

議 案 ピ ッ ク ア ッ プ 議 案 ピ ッ ク ア ッ プ

　陳情の要旨は、乗船期間半年以上の船員等を対象に個人市民税の均等割の部分で減免措

置を望む要望である。

総務福祉委員会では、

① 南城市において該当する船員が１～２名と少ない事　

② 現状では、半年以上留守という考え方からすると季節工等の人が多い。

③ 半年間行政のサービスを受けてないとの理由付けがされているが、残された家族は、行政

サービスを受けている。

以上のような意見が多く採決の結果賛成者少数で不採択となり、本会議においても賛成者

少数で不採択になりました。

　南城市優良繁殖牛導入貸付事業基金条例の一部改正に伴い、付属機関の名称（南城市

優良繁殖牛導入審査会から南城市優良繁殖牛導入及び保留資金貸付審査会）と担当する

事務（優良繁殖牛の導入に関することから優良繁殖牛の導入及び保留資金貸付けに関す

ること）を改正する条例なので、全会一致で可決されました。

奥武島体験交流施設条例について議案第24号
　市道、南風原～田原線に隣接する与那原町内の

住宅への下水道管敷設工事です。平成26年度～27

年度での事業予定で、工事期間中は、交通止めと

なります。安全対策を要望して全会一致で可決さ

れました。

奥武島体験交流施設条例可決！

議案第28号
議案第27号に伴う改正！
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!

不採択！

　奥武島で建設中の「奥武島体験交流施設」

が、９月中旬に完成予定となり、当施設の運

営等に関する条例です。収支計画や、テナン

トの家賃、体験交流プログラムに関する質疑

が委員会ではありました。いずれは、指定管

理制度を利用して運営するが、それまでは、

市直営で運営していきます。

全会一致で可決されました。

南城市暴力団排除条例
の一部を改正する条例
について

議案第26号

社会悪を許さない！

　この条例は、市が実施する入札に暴力団

関係者を参加させないための必要な措置を

講ずるものです。今回の一部改正は、市が

発注する公共工事等の

下請けにも適用するこ

ととなっており、暴力

団関係者と判明したと

きは、当該契約を解除

することができるよう

になります。

南城市付属機関に関する条例の一部を改正する条例について

区域外の公の施設の
設置について

議案第29号

提出者：全日本海員組合 組合長 大内教正 代理　沖縄支部長 大崎昭男
船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて陳情第４号

与那原町の下水道工事が行われます！
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前頁下段より

6Nanjo  City  Gikai  Dayori7 Nanjo  City  Gikai  Dayori

平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号

　議案第35号平成26年度一般会計補正予算（第1号）は本会議において賛成・反対と別れました。

反対討論として、庁舎建設費については、まだ建設の賛否や建設前、建設後の財政の状況を比較する議

論が十分ではなく今回の補正での予算措置は時期尚早であるとの討論及び、つくり育てる漁業振興支

援事業（エビ養殖場）については、これまで補助事業を投入した経緯や今後の返済に信頼がおけないと

して今回は事業を投入すべきではないとの討論がありました。

　賛成討論としては庁舎建設費について、合併協定項目に、地理的中心地に合併特例債の活用ができ

る期間に建設すべきと記載されている事、今後の市民サービスの向上と将来の財政負担を考えた上で

予算措置すべきとの討論と、つくり育てる漁業振興支援事業については、今回が最終の措置として考

えて今後の生産ベースを上げる為にも養殖する環境を整備すべきとの討論がありました。

　以上のような討論があり賛成多数で原案可決となりました。

(総務関連）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● は一括交付金事業となります。

○一般コミュニティ事業　　250万円

　地域の連帯感に基づく自治意識を目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な設備を富

里、山里、伊原、目取真の各自治会が整備を行います。

○地域防災組織育成事業　　200万円

　災害時の被害防止活動及び軽減活動のため、防災用品一式を揃えた倉庫を前川区が設置します。

○移住・交流による地域活性化支援事業　　200万円

　移住者、移住希望者、観光客と地元住民との交流拠点を整備し、そこで交流の機会となるワ

ークショップ等を実施します。

○CE（カスタマーエンジニア）常駐委託事業　　486万円

　専門的な知識を持つCEを常駐させ、ネットワーク障害等やマイナンバー制度等の導入に対

応し、業務の改善や効率化を図ります。

○庁舎建設費　　約4,569万円

　新庁舎建設に向けて基本設計、用地測量を行います。

○地域人づくり事業　　約830万円

　あざまサンサンビーチに4名を雇用し、マリンスポーツに関わる資格を取得させ、年間を通

してサービスを提供すると共に就業者の安定的な雇用の確保を行います。

●南城市クロスメディア情報配信事業　　3,000万円
　現在のホームページ等にある観光情報の多言語化やモバイルへの対応も含め、再構築して

観光振興を図ります。

●観光振興計画（前期・中期）評価検証及びアクションプラン策定業務　　約1,031万円
　実施された事業を含め各観光産業・誘客に関連する事業を中期見直しの計画対象とし、観光

客の誘客拡大、観光の方向性等の策定を行います。

●世界遺産「斎場御嶽」ガイダンス施設整備事業　　5,400万円
　斎場御嶽全体を測量により実測した上で3Dデータとして整備し、既存の施設を活用して体

験シアターを設置します。

（民生関連）

○臨時福祉給付金給付事業 （振込手数料分）　266万円

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業 （振込手数料分）　約97万円

（農林水産関連）

○野菜安定供給推進事業　　　4,810万円

　前年度から取り組んでいる植物工場を現在の30坪から更に30坪を拡大して野菜の安定供

給、生産システムを確立し雇用の創出や第一次産業の発展を目的としている事業です。

○破棄（規格外・余剰等低価値含む）青果物の地場産品化及び収益性の高い農産業に寄与する

加工施設整備事業　　　　　　約4,827万円

　農産物等の規格外品（Ｂ、Ｃ級品、余剰作物）を加工する加工施設を整備して付加価値を加え

る事業で農家リスクの軽減や収益の向上及び農作物の増産を目的としている事業です。

●畜産悪臭対策普及推進事業　　1,200万円

　市内の畜産場で悪臭対策の調査として実証実験を行います。

●優良繁殖牛リース支援事業　　　2,000万円

　高齢又は分娩間隔の長い牛を更新し繁殖基盤の強化と経営安定を図る事業です。

●つくり育てる漁業振興支援事業　　1,350万円

　板馬養殖センター内にあるエビを養殖している４つの池の内、１つの池の砂の入れ替えを

行い養殖環境を改善していく事業です。

（教育関連）

●尚巴志活用マスタープラン実施事業　  　　約1,009万円

　尚巴志活用マスタープランに基づき、まちづくりコンサートやシンポジウム、紙芝居の出前

事業、文化講演など様々な事業を展開して地域の歴史資源の活用を行っていく事業です。

議 案 ピ ッ ク ア ッ プ 議 案 ピ ッ ク ア ッ プ

　陳情の要旨は、乗船期間半年以上の船員等を対象に個人市民税の均等割の部分で減免措

置を望む要望である。

総務福祉委員会では、

① 南城市において該当する船員が１～２名と少ない事　

② 現状では、半年以上留守という考え方からすると季節工等の人が多い。

③ 半年間行政のサービスを受けてないとの理由付けがされているが、残された家族は、行政

サービスを受けている。

以上のような意見が多く採決の結果賛成者少数で不採択となり、本会議においても賛成者

少数で不採択になりました。

　南城市優良繁殖牛導入貸付事業基金条例の一部改正に伴い、付属機関の名称（南城市

優良繁殖牛導入審査会から南城市優良繁殖牛導入及び保留資金貸付審査会）と担当する

事務（優良繁殖牛の導入に関することから優良繁殖牛の導入及び保留資金貸付けに関す

ること）を改正する条例なので、全会一致で可決されました。

奥武島体験交流施設条例について議案第24号
　市道、南風原～田原線に隣接する与那原町内の

住宅への下水道管敷設工事です。平成26年度～27

年度での事業予定で、工事期間中は、交通止めと

なります。安全対策を要望して全会一致で可決さ

れました。

奥武島体験交流施設条例可決！

議案第28号
議案第27号に伴う改正！
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不採択！

　奥武島で建設中の「奥武島体験交流施設」

が、９月中旬に完成予定となり、当施設の運

営等に関する条例です。収支計画や、テナン

トの家賃、体験交流プログラムに関する質疑

が委員会ではありました。いずれは、指定管

理制度を利用して運営するが、それまでは、

市直営で運営していきます。

全会一致で可決されました。

南城市暴力団排除条例
の一部を改正する条例
について

議案第26号

社会悪を許さない！

　この条例は、市が実施する入札に暴力団

関係者を参加させないための必要な措置を

講ずるものです。今回の一部改正は、市が

発注する公共工事等の

下請けにも適用するこ

ととなっており、暴力

団関係者と判明したと

きは、当該契約を解除

することができるよう

になります。

南城市付属機関に関する条例の一部を改正する条例について

区域外の公の施設の
設置について

議案第29号

提出者：全日本海員組合 組合長 大内教正 代理　沖縄支部長 大崎昭男
船員税制（住民税）の減免に関する申し入れについて陳情第４号

与那原町の下水道工事が行われます！
　ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
か
ら
の
温
泉
排
水
処
理
に

対
し
、
農
地
・
農
作
物
を
守
る
立
場
か
ら
、
海
ま
で

排
水
パ
イ
プ
を
延
長
す
る
よ
う
求
め
て
ほ
し
い
と
の

趣
旨
で
の
陳
情
で
す
。
議
会
と
し
て
も
、
採
択
し
ま

し
た
が
海
岸
・
環
境
へ
の
十
分
な
配
慮
を
す
る
よ
う

附
帯
決
議
【
16
ペ
ー
ジ
参
照
】
を
つ
け
ま
し
た
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
要
請

陳
情
第
８
号

　こ
れ
ま
で
は
、
買
っ
た
場
合
の
み
の
貸
付
だ
っ
た
の

で
、生
ま
れ
た
優
良
な
雌
牛
も
競
り

に
掛
け
て
買
い
戻
し
て
事
業
の
適

用
を
受
け
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

は
、生
ま
れ
た
優
良
な
雌
牛
は
競
り

に
出
さ
ず
に
、保
留
牛
と
し
て
貸
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、農
家
に
と

っ
て
も
経
営
が
安
定
す
る
こ
と
か

ら
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
家
保
留
牛
に
対
し
て
資
金
貸
付
を
実
施
！

議
案
第
27
号
南
城
市
優
良
繁
殖
牛
導
入
貸
付

事
業
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

提
出
者
：
南
城
市
の
農
地
と
環
境
を
守
る
農
家
の
会

                                       
代
表 

与
那
嶺
葵



　本
市
は
市
内
全
域
の
雨
水
流
出
調

査
を
実
施
し
て
ま
す
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
参
事
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集

　稔

　

　平
成
24
年
度
か
ら
佐
敷
地
区
の
約

６
１
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
行
い
、
平
成

25
年
度
に
大
里
地
区
の
８
１
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
分
は
調
査
完
了
し
て
ま
す
。

今
年
度
は
玉
城
と
知
念
地
区
の
４
６

０
ヘ
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タ
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分
を
発
注
し
、
平
成

27
年
２
月
に
は
南
城
市
全
域
の
流
出

調
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が
完
了
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
南
城
市

全
域
の
排
水
路
改
修
計
画
を
策
定
し
、

関
連
事
業
等
の
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
雨
水
災
害
に
つ
い
て

27
年
に
調
査
完
了

　本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
で
３
，
３

０
０
万
そ
し
て
６
月
補
正
で
４
，
５
０

０
万
予
算
を
計
上
し
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
建
設
費
の
概
算
総
額

②
完
成
ま
で
の
概
略
的
な
工
程

③
既
設
庁
舎
の
利
活
用

■
市
長

　古
謝
景
春

　区
長
さ
ん
、
地
元
の
方
が
た
に
同
意

書
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。
同
意
書
を

あ
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
早
め

に
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　

①
建
設
費
の
概
算
総
額
は
お
お
む
ね

50
億
円
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
本
定
例
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て

提
出
し
、
議
決
後
に
は
速
や
か
に

用
地
調
査
を
行
い
、
建
設
場
所
を

選
定
し
基
本
設
計
を
行
い
、
来
年

の
３
月
頃
に
市
民
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

③
雇
用
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
安
住

化
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
情
報
通
信
産
業
事
業
者

を
含
め
た
多
様
な
業
種
の
誘
致
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

A Q
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

平
成
29
年
12
月
完
成

比嘉　直明

■
市
長

　古
謝
景
春

　合
併
前
の
旧
四
町
村
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
な
ど
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い

た
。
し
か
し
私
は
、
旧
四
町
村
は
大
き
な

潜
在
能
力
を
持
っ
た
地
域
で
あ
り
、
合

併
に
よ
り
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

す
こ
と
で
南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。

南
城
市
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
環
境

づ
く
り
を
使
命
と
考
え
、
「
日
本
一
元
気

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目

標
に
掲
げ
て
市
長
選
挙
に
当
選
し
た
。

到
達
点
は
、
大
き
な
志
を
持
っ
て
果
敢

に
挑
戦
し
市
民
の
幸
せ
を
求
め
て
突
き

進
ん
で
い
く
基
本
ス
タ
ン
ス
で
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
し
ま
く

と
う
ば
で
は
、
マ
ー
ニ
ン
マ
サ
ユ
ヌ
、
ン

ナ
チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ー
、
イ
ッ
ペ
ー
チ
ビ

ラ
ー
サ
ヌ
、
ま
ち
づ
く
り
（
南
城
市
）
で

あ
る
。

A Q
日
本
一
元
気
で
魅
力
・
・

の
到
達
点
は

大
き
な
志
を
も
っ
て
果
敢
に

挑
戦

　古
謝
市
長
が
「
日
本
一
元
気
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
合
併
後

の
基
本
目
標
に
掲
げ
た
背
景
･
根
拠

･
趣
旨
・
主
張
・
到
達
点
等
と
、

「
し
ま
く
と
う
ば
」
で
の
表
現
に
つ

い
て
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　潰
れ
地
は
、
南
城
市
の
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
を
利
用
し
て
、
未
買
収
地
の
位
置
、

場
所
、
面
積
等
に
つ
い
て
、
概
略
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
市
道
認
定
路
線
の
潰

れ
地
が
１
，
６
２
０
筆
、
７
万
５
，
９

５
９
㎡
、
農
道
の
潰
れ
地
が
１
，
４
５

８
筆
、
４
万
４
，
７
５
６
㎡
あ
る
。
解

決
に
約
５
０
億
円
の
予
算
が
必
要
。
潰

れ
地
が
復
帰
前
か
後
か
、
発
生
の
経
緯

等
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
一
括
交
付

金
活
用
に
よ
る
潰
れ
地
問
題
の
解
決
は

県
か
ら
事
業
採
択
は
難
し
い
と
の
報
告

で
あ
る
。
潰
れ
地
の
発
生
原
因
、
要
因

等
の
調
査
は
市
単
独
で
は
困
難
で
あ
り
、

県
全
体
で
調
査
が
で
き
な
い
か
、
今
後

県
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　市
内
潰
れ
地
の
特
殊
事
情
の
調
査

の
手
法
、
調
査
の
進
行
状
況
及
び
、

一
括
交
付
金
活
用
に
よ
る
市
道
等
に

お
け
る
潰
れ
地
問
題
解
決
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A Q
潰
れ
地
の
特
殊
事
情
の
調
査
は

統
合
型
G
I
S
を
利
用
し
て

調
査

　斎
場
御
嶽
駐
車
場
の
閉
鎖
に
伴
い
来

訪
者
は
、
が
ん
じ
ゅ
う
駅
に
駐
車
し
参

拝
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
次
の
こ

と
を
伺
う
。

①
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
歩
道
橋
の
設
置

が
で
き
な
い
か

②
国
道
か
ら
斎
場
御
嶽
ま
で
の
屋
根
付

き
歩
道
の
設
置
が
出
来
な
い
か

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　

　当
該
箇
所
に
は
信
号
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
歩
道
橋
の
設
置
に
は

現
に
事
故
が
発
生
し
て
い
る
場
合
な
ど

に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
又
、
屋
根
付
き
歩
道

を
設
置
す
る
に
は
、
現
状
幅
員
２
ｍ
に

対
し
、
新
た
に
１
ｍ
の
幅
員
を
要
す
る

こ
と
か
ら
現
歩
道
へ
の
上
屋
設
は
厳
し

い
。

■
企
画
部
長

　具
志
堅
兼
栄

　関
係
各
課
等
と
の
話
合
い
で
も
上
屋

を
付
け
て
対
処
し
た
ら
と
の
案
も
で
た

が
道
路
交
通
上
や
財
政
的
問
題
か
ら
、

早
急
な
実
施
は
困
難
を
伴
う
。

A
信
号
機
も
設
置
さ
れ
て
お
り

歩
道
橋
の
設
置
は
厳
し
い

Q
斎
場
御
嶽
参
道
の
充
実
に
つ

い
て

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　湿
潤
地
帯
で
あ
り
、
土
地
改
良
で
土

を
上
げ
た
が
地
下
水
位
が
高
く
、
大
雨

の
は
冠
水
す
る
と 

思
わ
れ
る
。
自
力
で

掘
っ
た
土
地
水
路
に
材
料
支
給
で
U
字

溝
を
設
置
す
る
こ
と
か
農
家
と
相
談
し

た
い
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　当
時
、
私
は
担
当
で
あ
り
本
来
の
土

地
改
良
で
は
道
路
と
区
画
整
理
と
排
水

路
し
か
出
来
な
か
っ
た
が
湧
水
が
大
き

く
、
ポ
ン
プ
で
３
日
間
水
を
く
み
上
げ

る
作
業
を
し
た
が
、
抜
き
き
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
数
箇
所
に
井
戸

を
掘
っ
て
水
位
を
下
げ
る
対
策
を
講
じ

た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
井
戸
を
掘
っ

て
地
下
水
位
を
下
げ
る
こ
と
で
、
そ
の

水
を
農
業
用
水
と
し
て
活
用
す
る
方
法

も
あ
る
と
思
う
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　か
や
ぶ
き
に
す
る
と
相
当
の
努
力
を

要
し
、
ど
こ
に
か
や
を
求
め
る
の
か
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
今
後
検
討
に
値

す
る
。
景
観
を
壊
さ
ず
沖
縄
ら
し
い
視

点
か
ら
す
る
と
大
変
素
晴
ら
し
い
提
案

だ
と
思
い
ま
す
。

A
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る

　知
名
の
西
桃
原
は
土
地
改
良
区
で
あ

る
が
冠
水
地
帯
が
あ
り
、新
植
し
た
サ
ト

ウ
キ
ビ
が
枯
死
し
、ほ
と
ん
ど
収
穫
出
来

な
い
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。改
善
策
を

講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

Q
農
地
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

親川　孝雄

　大
里
嶺
井
区
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
付
近
、

園
児
、
児
童
生
徒
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
市
道
と
し
て
の
整
備
を
求
め

る
。A■

産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　当
路
線
は
、
近
隣
の
農
家
の
自
力
農

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
48
年
に
、
県
営
嶺
井
団
地
の
建
設

に
よ
り
児
童
生
徒
の
通
学
路
と
し
て
利

用
さ
れ
交
通
量
が
急
激
に
増
え
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
雨
天
時
の
通
学
に
支
障

を
来
し
た
た
め
自
治
会
よ
り
舗
装
整
備

の
要
請
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
団
地

周
辺
に
保
育
所
が
新
増
築
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
。
交
通
量
が
更
に
増
え
た
た
め

地
域
住
民
や
児
童
生
徒
の
通
学
路
と
し

て
安
全
面
で
危
惧
し
て
い
ま
す
。
嶺
井

団
地
の
建
替
え
や
、
嶺
井
土
地
改
良
１

号
〜
高
俣
線
の
整
備
計
画
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
園
付
近
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

道
路
整
備
計
画
と
合
わ
せ
検

討
し
た
い

Q

（1）
中
井
泉
（
ナ
カ
ヌ
カ
ー
）
周
辺
道
路
が

狭
く
救
急
車
両
、
介
護
車
両
の
運
行

に
支
障
を
き
た
し
て
ま
す
。
道
路
の

拡
幅
を
求
め
る
。

（2）
中
井
泉
周
辺
水
路
に
幼
児
の
転
落
防

止
対
策
を
求
め
る
。

A■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　
　

（1）
宅
地
に
隣
接
さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て

は
、
４
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
は

確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
道

路
に
お
い
て
隅
切
り
が
確
保
さ
れ

な
い
た
め
の
緊
急
車
両
の
旋
回
等

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
道
路

拡
張
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向

を
聞
い
て
検
討
し
ま
す
。

（2）
転
落
防
止
柵
の
設
置
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
自
治
会
長
に
確
認
し
、
設

置
に
む
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

小
谷
区
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

地
元
の
意
向
を
聞
い
て
検
討

し
た
い

Q

松田　兼弘
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　本
市
は
市
内
全
域
の
雨
水
流
出
調

査
を
実
施
し
て
ま
す
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　

　平
成
24
年
度
か
ら
佐
敷
地
区
の
約

６
１
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
行
い
、
平
成

25
年
度
に
大
里
地
区
の
８
１
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
分
は
調
査
完
了
し
て
ま
す
。

今
年
度
は
玉
城
と
知
念
地
区
の
４
６

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
を
発
注
し
、
平
成

27
年
２
月
に
は
南
城
市
全
域
の
流
出

調
査
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
南
城
市

全
域
の
排
水
路
改
修
計
画
を
策
定
し
、

関
連
事
業
等
の
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
雨
水
災
害
に
つ
い
て

27
年
に
調
査
完
了

　本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
で
３
，
３

０
０
万
そ
し
て
６
月
補
正
で
４
，
５
０

０
万
予
算
を
計
上
し
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
建
設
費
の
概
算
総
額

②
完
成
ま
で
の
概
略
的
な
工
程

③
既
設
庁
舎
の
利
活
用

■
市
長

　古
謝
景
春

　区
長
さ
ん
、
地
元
の
方
が
た
に
同
意

書
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。
同
意
書
を

あ
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
早
め

に
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　

①
建
設
費
の
概
算
総
額
は
お
お
む
ね

50
億
円
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
本
定
例
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て

提
出
し
、
議
決
後
に
は
速
や
か
に

用
地
調
査
を
行
い
、
建
設
場
所
を

選
定
し
基
本
設
計
を
行
い
、
来
年

の
３
月
頃
に
市
民
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

③
雇
用
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
安
住

化
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
情
報
通
信
産
業
事
業
者

を
含
め
た
多
様
な
業
種
の
誘
致
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

A Q
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

平
成
29
年
12
月
完
成

比嘉　直明

■
市
長

　古
謝
景
春

　合
併
前
の
旧
四
町
村
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
な
ど
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い

た
。
し
か
し
私
は
、
旧
四
町
村
は
大
き
な

潜
在
能
力
を
持
っ
た
地
域
で
あ
り
、
合

併
に
よ
り
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

す
こ
と
で
南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。

南
城
市
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
環
境

づ
く
り
を
使
命
と
考
え
、
「
日
本
一
元
気

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目

標
に
掲
げ
て
市
長
選
挙
に
当
選
し
た
。

到
達
点
は
、
大
き
な
志
を
持
っ
て
果
敢

に
挑
戦
し
市
民
の
幸
せ
を
求
め
て
突
き

進
ん
で
い
く
基
本
ス
タ
ン
ス
で
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
し
ま
く

と
う
ば
で
は
、
マ
ー
ニ
ン
マ
サ
ユ
ヌ
、
ン

ナ
チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ー
、
イ
ッ
ペ
ー
チ
ビ

ラ
ー
サ
ヌ
、
ま
ち
づ
く
り
（
南
城
市
）
で

あ
る
。

A Q
日
本
一
元
気
で
魅
力
・
・

の
到
達
点
は

大
き
な
志
を
も
っ
て
果
敢
に

挑
戦

　古
謝
市
長
が
「
日
本
一
元
気
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
合
併
後

の
基
本
目
標
に
掲
げ
た
背
景
･
根
拠

･
趣
旨
・
主
張
・
到
達
点
等
と
、

「
し
ま
く
と
う
ば
」
で
の
表
現
に
つ

い
て
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　潰
れ
地
は
、
南
城
市
の
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
を
利
用
し
て
、
未
買
収
地
の
位
置
、

場
所
、
面
積
等
に
つ
い
て
、
概
略
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
市
道
認
定
路
線
の
潰

れ
地
が
１
，
６
２
０
筆
、
７
万
５
，
９

５
９
㎡
、
農
道
の
潰
れ
地
が
１
，
４
５

８
筆
、
４
万
４
，
７
５
６
㎡
あ
る
。
解

決
に
約
５
０
億
円
の
予
算
が
必
要
。
潰

れ
地
が
復
帰
前
か
後
か
、
発
生
の
経
緯

等
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
一
括
交
付

金
活
用
に
よ
る
潰
れ
地
問
題
の
解
決
は

県
か
ら
事
業
採
択
は
難
し
い
と
の
報
告

で
あ
る
。
潰
れ
地
の
発
生
原
因
、
要
因

等
の
調
査
は
市
単
独
で
は
困
難
で
あ
り
、

県
全
体
で
調
査
が
で
き
な
い
か
、
今
後

県
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　市
内
潰
れ
地
の
特
殊
事
情
の
調
査

の
手
法
、
調
査
の
進
行
状
況
及
び
、

一
括
交
付
金
活
用
に
よ
る
市
道
等
に

お
け
る
潰
れ
地
問
題
解
決
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A Q
潰
れ
地
の
特
殊
事
情
の
調
査
は

統
合
型
G
I
S
を
利
用
し
て

調
査

　斎
場
御
嶽
駐
車
場
の
閉
鎖
に
伴
い
来

訪
者
は
、
が
ん
じ
ゅ
う
駅
に
駐
車
し
参

拝
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
次
の
こ

と
を
伺
う
。

①
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
歩
道
橋
の
設
置

が
で
き
な
い
か

②
国
道
か
ら
斎
場
御
嶽
ま
で
の
屋
根
付

き
歩
道
の
設
置
が
出
来
な
い
か

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　

　当
該
箇
所
に
は
信
号
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
歩
道
橋
の
設
置
に
は

現
に
事
故
が
発
生
し
て
い
る
場
合
な
ど

に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
又
、
屋
根
付
き
歩
道

を
設
置
す
る
に
は
、
現
状
幅
員
２
ｍ
に

対
し
、
新
た
に
１
ｍ
の
幅
員
を
要
す
る

こ
と
か
ら
現
歩
道
へ
の
上
屋
設
は
厳
し

い
。

■
企
画
部
長

　具
志
堅
兼
栄

　関
係
各
課
等
と
の
話
合
い
で
も
上
屋

を
付
け
て
対
処
し
た
ら
と
の
案
も
で
た

が
道
路
交
通
上
や
財
政
的
問
題
か
ら
、

早
急
な
実
施
は
困
難
を
伴
う
。

A
信
号
機
も
設
置
さ
れ
て
お
り

歩
道
橋
の
設
置
は
厳
し
い

Q
斎
場
御
嶽
参
道
の
充
実
に
つ

い
て

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　湿
潤
地
帯
で
あ
り
、
土
地
改
良
で
土

を
上
げ
た
が
地
下
水
位
が
高
く
、
大
雨

の
は
冠
水
す
る
と 

思
わ
れ
る
。
自
力
で

掘
っ
た
土
地
水
路
に
材
料
支
給
で
U
字

溝
を
設
置
す
る
こ
と
か
農
家
と
相
談
し

た
い
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　当
時
、
私
は
担
当
で
あ
り
本
来
の
土

地
改
良
で
は
道
路
と
区
画
整
理
と
排
水

路
し
か
出
来
な
か
っ
た
が
湧
水
が
大
き

く
、
ポ
ン
プ
で
３
日
間
水
を
く
み
上
げ

る
作
業
を
し
た
が
、
抜
き
き
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
数
箇
所
に
井
戸

を
掘
っ
て
水
位
を
下
げ
る
対
策
を
講
じ

た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
井
戸
を
掘
っ

て
地
下
水
位
を
下
げ
る
こ
と
で
、
そ
の

水
を
農
業
用
水
と
し
て
活
用
す
る
方
法

も
あ
る
と
思
う
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　か
や
ぶ
き
に
す
る
と
相
当
の
努
力
を

要
し
、
ど
こ
に
か
や
を
求
め
る
の
か
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
今
後
検
討
に
値

す
る
。
景
観
を
壊
さ
ず
沖
縄
ら
し
い
視

点
か
ら
す
る
と
大
変
素
晴
ら
し
い
提
案

だ
と
思
い
ま
す
。

A
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る

　知
名
の
西
桃
原
は
土
地
改
良
区
で
あ

る
が
冠
水
地
帯
が
あ
り
、新
植
し
た
サ
ト

ウ
キ
ビ
が
枯
死
し
、ほ
と
ん
ど
収
穫
出
来

な
い
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。改
善
策
を

講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

Q
農
地
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

親川　孝雄

　大
里
嶺
井
区
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
付
近
、

園
児
、
児
童
生
徒
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
市
道
と
し
て
の
整
備
を
求
め

る
。A■

産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　当
路
線
は
、
近
隣
の
農
家
の
自
力
農

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
48
年
に
、
県
営
嶺
井
団
地
の
建
設

に
よ
り
児
童
生
徒
の
通
学
路
と
し
て
利

用
さ
れ
交
通
量
が
急
激
に
増
え
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
雨
天
時
の
通
学
に
支
障

を
来
し
た
た
め
自
治
会
よ
り
舗
装
整
備

の
要
請
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
団
地

周
辺
に
保
育
所
が
新
増
築
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
。
交
通
量
が
更
に
増
え
た
た
め

地
域
住
民
や
児
童
生
徒
の
通
学
路
と
し

て
安
全
面
で
危
惧
し
て
い
ま
す
。
嶺
井

団
地
の
建
替
え
や
、
嶺
井
土
地
改
良
１

号
〜
高
俣
線
の
整
備
計
画
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
園
付
近
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

道
路
整
備
計
画
と
合
わ
せ
検

討
し
た
い

Q

（1）
中
井
泉
（
ナ
カ
ヌ
カ
ー
）
周
辺
道
路
が

狭
く
救
急
車
両
、
介
護
車
両
の
運
行

に
支
障
を
き
た
し
て
ま
す
。
道
路
の

拡
幅
を
求
め
る
。

（2）
中
井
泉
周
辺
水
路
に
幼
児
の
転
落
防

止
対
策
を
求
め
る
。

A■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　
　

（1）
宅
地
に
隣
接
さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て

は
、
４
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
員
は

確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
道

路
に
お
い
て
隅
切
り
が
確
保
さ
れ

な
い
た
め
の
緊
急
車
両
の
旋
回
等

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
道
路

拡
張
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向

を
聞
い
て
検
討
し
ま
す
。

（2）
転
落
防
止
柵
の
設
置
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
自
治
会
長
に
確
認
し
、
設

置
に
む
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

小
谷
区
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

地
元
の
意
向
を
聞
い
て
検
討

し
た
い

Q

松田　兼弘
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　運
動
し
な
い
子
沖
縄
が
全
国
一
と
報

じ
ら
れ
長
寿
県
沖
縄
の
転
落
と
と
も
に

ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
ま
ず
、
一

番
身
近
な
児
童
生
徒
の
徒
歩
通
学
の
推

進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
教
育
長

　山
城

　馨

　徒
歩
通
学
が
望
ま
れ
ま
す
が
教
育
行

政
に
大
事
な
の
は
、
子
供
た
ち
の
命
を

ど
う
守
る
か
、
安
全
を
ど
う
確
保
す
る

か
と
い
う
の
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
ど
う
得
る
か
と

い
う
事
が
大
事
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　知
念

　
　進

　徒
歩
通
学
と
い
う
の
は
子
供
達
の
健

康
づ
く
り
の
面
も
含
め
て
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
通

学
路
の
あ
り
方
等
も
十
分
連
携
を
図
っ

て
意
見
交
換
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
市
と
し
て
奨
励
は
難
し
い

消
防
か
ら
そ
う
い
う
話
が
あ

れ
ば
対
応
す
る

Q
児
童
生
徒
の
徒
歩
通
学
に
つ

い
て

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
で

米
軍
統
治
下
で
整
備
が
遅
れ
た
児
童
館

建
設
へ
の
一
括
交
付
金
の
活
用
を
検
討

す
る
動
き
が
あ
る
が
所
見
を
伺
う

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　児
童
館
建
設
に
一
括
交
付
金
を
充
て

る
こ
と
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
が
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
国
及
び
県
の
動
向
を
注

視
し
て
検
討
す
る

A
国
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討

す
る

Q
一
括
交
付
金
で
の
児
童
館
対

応
に
つ
い
て

　島
尻
消
防
清
掃
組
合
は
市
民
生
活
の

安
全
を
守
る
大
変
重
要
な
組
織
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
の
活
動
内
容
が
あ
ま
り
市

民
に
知
ら
れ
て
な
い
の
が
現
状
で
島
尻

消
防
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
市
民
に
伝

え
る
手
段
と
し
て
市
広
報
の
活
用
が
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　市
の
広
報
誌
を
活
用
し
て
と
い
う
事

で
す
が
消
防
か
ら
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
は

広
報
係
り
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
調
整
を
し

て
適
応
に
的
確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

A Q
島
尻
消
防
清
掃
組
合
の
広
報
に

つ
い
て

玉城　健

　南
城
市
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、
市

役
所
と
市
長
、
あ
る
い
は
、
市
役
所
と

各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
事
は
大
切
な
事
で
あ
る
。

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
原
材
料
費
を
市
が
負
担
し
、
役
務
を

各
自
治
会
が
負
担
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
25
年
度
か
ら
開
始
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

②
道
路
の
雑
草
の
繁
茂
が
ひ
ど
く
安
全

上
の
問
題
、
観
光
へ
の
悪
影
響
等
が

あ
る
中
、
改
善
さ
れ
て
な
い
。
（
仮

称
）
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入

し
て
市
道
の
管
理
等
に
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
整
備
で
き
な
い
か
。

■
産
業
建
設
参
事

　伊
集

　稔

①
材
料
費
の
助
成
に
関
す
る
要
綱
の
策

定
に
向
け
て
内
容
を
検
討
中
。
制
定

後
、
早
め
に
事
業
を
開
始
す
る
。

②
市
道
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
、
各
自
治
体
の
協
力
の

も
と
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

県
道
に
つ
て
は
、
管
理
助
成
制
度
が
あ

る
の
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

A
市
民
と
協
力
し
て
進
め
て
い

く

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

①
27
年
度
で
の
採
択
に
向
け
て
要
望
を

あ
げ
て
い
る
。
県
、
地
元
と
の
調
整
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

②
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
パ
ヤ
オ
の
設

置
を
検
討
す
る
。

③
モ
ズ
ク
は
、
市
の
重
要
な
水
産
物
の
一

つ
と
し
て
加
工
品
と
し
て
の
付
加
価
値

を
高
め
る
事
も
含
め
、
さ
ら
に
振
興
さ

せ
て
い
き
た
い
。
貯
蔵
庫
の
増
設
は
、

漁
協
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
国
や
県

の
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討
す
る
。

A
調
整
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

く

Q
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　農
業
の
振
興
と
並
行
し
て
、
水
産
業

の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。
以
下
に
つ

い
て
伺
う
。

①
奥
武
漁
港
前
の
浚
渫
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

②
市
で
パ
ヤ
オ
設
置
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か
。

③
モ
ズ
ク
の
収
穫
は
年
々
増
加
し
て
い

る
が
貯
蔵
庫
は
手
狭
状
態
と
聞
い
て

い
る
。
対
応
策
が
あ
る
か
。

Q
水
産
業
の
支
援
に
つ
い
て

中村　直哉

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　

　指
定
代
理
納
付
者
と
の
契
約
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
平
成

28
年
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
中
で
検

討
し
て
参
り
た
い
。

　納
税
の
度
に
ポ
イ
ン
ト
が
溜

ま
る
と
い
う
の
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
繋
る
。
納
税
者

が
納
付
申
出
書
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
指
定
す
る
方
法
だ
と

手
数
料
が
発
生
し
な
く
て
済
む
。

検
討
は
で
き
な
い
か
。

　市
民
が
固
定
資
産
税
等
の
公
金
を
支

払
う
際
、
ど
の
よ
う
な
納
付
方
法
が
あ

る
か
。
ま
た
現
在
の
納
付
方
法
に
加
え

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
方

法
が
構
築
で
き
な
い
か
伺
う
。
ポ
イ
ン

ト
が
付
い
て
く
る
の
で
喜
ば
れ
る
と
思

う
。

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　
　

　現
在
の
納
付
方
法
は
、
役
所
窓
口
で

の
納
付
、
金
融
機
関
で
の
納
付
、
さ
ら

に
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が
あ
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
に
つ
い
て
は
全

国
で
も
あ
ま
り
普
及
し
て
な
い
。
沖
縄

県
に
お
い
て
も
県
の
自
動
車
税
の
納
税
、

石
垣
市
に
お
い
て
の
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
初
期
導
入
の
コ

ス
ト
や
手
数
料
の
負
担
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

A
以
前
に
検
討
し
た
事
も
あ
る
が
導

入
は
考
え
て
な
い

公
金
支
払
に
お
け
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

Q

国吉　昌実

小
中
学
校
ご
と
み
る
と
、
備
品
等
の

整
備
に
格
差
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
努
力
を
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
新
築
さ
れ
た
学
校
、

さ
れ
て
な
い
学
校
と
現
状
は
色
々
と
あ

る
。
各
学
校
か
ら
の
要
望
を
聞
い
た
上

で
予
算
配
分
が
で
き
な
い
か
お
伺
い
し

ま
す
。

■
教
育
部
長

　知
念

　進

　満
足
で
き
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
が
、
毎
年
各
学
校
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
現
状
を
把
握
し
た
上
で
公
平
な

予
算
配
分
を
し
て
い
る
。

■
教
育
長

　山
城

　馨

　公
平
性
と
い
っ
て
も
色
々
な
視
点
が

あ
り
難
し
い
。
当
然
支
障
を
来
し
て
い

る
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
重

点
配
分
を
考
慮
し
な
い
と
い
け
な
い
。

A
小
中
学
校
の
備
品
等
の
整
備

を
急
げ

要
望
や
現
状
を
把
握
し
備
品

整
備
に
努
め
て
い
る

Q

　今
後
の
南
城
市
を
左
右
す
る
大
変
重

要
な
事
業
に
な
る
。
自
転
車
道
沿
い
、

チ
ャ
ー
リ
ー
近
く
の
県
道
１
３
７
号

線
・
86
号
線
沿
い
は
平
坦
で
整
備
も
容

易
だ
と
思
う
。
地
域
の
声
も
聞
き
な
が

ら
、
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
に
か
か
る

取
り
組
み
を
押
し
進
め
て
欲
し
い
。

■
企
画
部
長

　具
志
堅
兼
栄

　都
市
的
土
地
利
用
及
び
地
域
の
産
業

を
支
え
る
産
業
の
集
積
を
図
る
拠
点
と

し
て
重
要
な
地
域
で
あ
り
、今
後
の
南
部

東
道
路
、ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
周
辺
の
住
宅

整
備
の
進
捗
動
向
も
踏
ま
え
、見
直
し
を

進
め
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

A
段
階
的
に
計
画
を
立
て
整
備

す
る

Q
中
核
地
の
周
辺
整
備
を
早
急

に

　第
５
期
介
護
保
険
の
整
備
計
画
で
は

思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
。

次
期
計
画
で
は
現
場
を
知
っ
て
い
る
事

業
所
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
本
市

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
計
画
を
立
て
、
そ

の
計
画
が
通
る
よ
う
広
域
連
合
と
交
渉

す
る
よ
う
に
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　市
の
各
法
人
事
業
所
の
応
募
計
画
が

あ
る
場
合
に
は
、サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

と
市
の
事
業
計
画
に
沿
っ
た
計
画
に
な
っ

て
い
る
か
事
前
調
整
を
行
い
た
い
。

A
事
前
調
整
は
行
い
た
い

Q
整
備
計
画
は
事
前
協
議
を

　各
学
校
で
家
庭
訪
問
に
対
し
て
の
対

応
が
異
な
る
点
と
地
域
に
よ
る
人
口
の

増
減
や
ま
ち
づ
く
り
等
も
含
め
た
今
後

の
校
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
部
長

　知
念

　進

　家
庭
訪
問
の
意
義
は
非
常
に
重
要
。

公
聴
会
等
を
通
し
て
来
年
度
か
ら
は
完

全
に
実
施
し
た
い
。
校
区
に
関
し
て
は
現

在
も
弾
力
的
に
校
区
外
の
変
更
申
請
が

あ
れ
ば
教
育
的
配
慮
の
中
で
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
弾
力
的
に
運
用
し
て
い
く
。

A
学
校
・
保
護
者
と
連
携

Q
学
校
生
活
の
充
実
を

大城　竜男
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　運
動
し
な
い
子
沖
縄
が
全
国
一
と
報

じ
ら
れ
長
寿
県
沖
縄
の
転
落
と
と
も
に

ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
ま
ず
、
一

番
身
近
な
児
童
生
徒
の
徒
歩
通
学
の
推

進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
教
育
長

　山
城

　馨

　徒
歩
通
学
が
望
ま
れ
ま
す
が
教
育
行

政
に
大
事
な
の
は
、
子
供
た
ち
の
命
を

ど
う
守
る
か
、
安
全
を
ど
う
確
保
す
る

か
と
い
う
の
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
ど
う
得
る
か
と

い
う
事
が
大
事
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　知
念

　
　進

　徒
歩
通
学
と
い
う
の
は
子
供
達
の
健

康
づ
く
り
の
面
も
含
め
て
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
通

学
路
の
あ
り
方
等
も
十
分
連
携
を
図
っ

て
意
見
交
換
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
市
と
し
て
奨
励
は
難
し
い

消
防
か
ら
そ
う
い
う
話
が
あ

れ
ば
対
応
す
る

Q
児
童
生
徒
の
徒
歩
通
学
に
つ

い
て

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
で

米
軍
統
治
下
で
整
備
が
遅
れ
た
児
童
館

建
設
へ
の
一
括
交
付
金
の
活
用
を
検
討

す
る
動
き
が
あ
る
が
所
見
を
伺
う

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　児
童
館
建
設
に
一
括
交
付
金
を
充
て

る
こ
と
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
が
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
国
及
び
県
の
動
向
を
注

視
し
て
検
討
す
る

A
国
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討

す
る

Q
一
括
交
付
金
で
の
児
童
館
対

応
に
つ
い
て

　島
尻
消
防
清
掃
組
合
は
市
民
生
活
の

安
全
を
守
る
大
変
重
要
な
組
織
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
の
活
動
内
容
が
あ
ま
り
市

民
に
知
ら
れ
て
な
い
の
が
現
状
で
島
尻

消
防
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
市
民
に
伝

え
る
手
段
と
し
て
市
広
報
の
活
用
が
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　市
の
広
報
誌
を
活
用
し
て
と
い
う
事

で
す
が
消
防
か
ら
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
は

広
報
係
り
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
調
整
を
し

て
適
応
に
的
確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

A Q
島
尻
消
防
清
掃
組
合
の
広
報
に

つ
い
て

玉城　健

　南
城
市
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、
市

役
所
と
市
長
、
あ
る
い
は
、
市
役
所
と

各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
事
は
大
切
な
事
で
あ
る
。

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
原
材
料
費
を
市
が
負
担
し
、
役
務
を

各
自
治
会
が
負
担
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
25
年
度
か
ら
開
始
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

②
道
路
の
雑
草
の
繁
茂
が
ひ
ど
く
安
全

上
の
問
題
、
観
光
へ
の
悪
影
響
等
が

あ
る
中
、
改
善
さ
れ
て
な
い
。
（
仮

称
）
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入

し
て
市
道
の
管
理
等
に
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
整
備
で
き
な
い
か
。

■
産
業
建
設
参
事

　伊
集

　稔

①
材
料
費
の
助
成
に
関
す
る
要
綱
の
策

定
に
向
け
て
内
容
を
検
討
中
。
制
定

後
、
早
め
に
事
業
を
開
始
す
る
。

②
市
道
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
、
各
自
治
体
の
協
力
の

も
と
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

県
道
に
つ
て
は
、
管
理
助
成
制
度
が
あ

る
の
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

A
市
民
と
協
力
し
て
進
め
て
い

く

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

①
27
年
度
で
の
採
択
に
向
け
て
要
望
を

あ
げ
て
い
る
。
県
、
地
元
と
の
調
整
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

②
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
パ
ヤ
オ
の
設

置
を
検
討
す
る
。

③
モ
ズ
ク
は
、
市
の
重
要
な
水
産
物
の
一

つ
と
し
て
加
工
品
と
し
て
の
付
加
価
値

を
高
め
る
事
も
含
め
、
さ
ら
に
振
興
さ

せ
て
い
き
た
い
。
貯
蔵
庫
の
増
設
は
、

漁
協
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
国
や
県

の
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討
す
る
。

A
調
整
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

く

Q
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　農
業
の
振
興
と
並
行
し
て
、
水
産
業

の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。
以
下
に
つ

い
て
伺
う
。

①
奥
武
漁
港
前
の
浚
渫
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

②
市
で
パ
ヤ
オ
設
置
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か
。

③
モ
ズ
ク
の
収
穫
は
年
々
増
加
し
て
い

る
が
貯
蔵
庫
は
手
狭
状
態
と
聞
い
て

い
る
。
対
応
策
が
あ
る
か
。

Q
水
産
業
の
支
援
に
つ
い
て

中村　直哉

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　

　指
定
代
理
納
付
者
と
の
契
約
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
平
成

28
年
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
中
で
検

討
し
て
参
り
た
い
。

　納
税
の
度
に
ポ
イ
ン
ト
が
溜

ま
る
と
い
う
の
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
繋
る
。
納
税
者

が
納
付
申
出
書
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
指
定
す
る
方
法
だ
と

手
数
料
が
発
生
し
な
く
て
済
む
。

検
討
は
で
き
な
い
か
。

　市
民
が
固
定
資
産
税
等
の
公
金
を
支

払
う
際
、
ど
の
よ
う
な
納
付
方
法
が
あ

る
か
。
ま
た
現
在
の
納
付
方
法
に
加
え

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
方

法
が
構
築
で
き
な
い
か
伺
う
。
ポ
イ
ン

ト
が
付
い
て
く
る
の
で
喜
ば
れ
る
と
思

う
。

■
総
務
部
長

　當
眞
隆
夫

　
　

　現
在
の
納
付
方
法
は
、
役
所
窓
口
で

の
納
付
、
金
融
機
関
で
の
納
付
、
さ
ら

に
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が
あ
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
に
つ
い
て
は
全

国
で
も
あ
ま
り
普
及
し
て
な
い
。
沖
縄

県
に
お
い
て
も
県
の
自
動
車
税
の
納
税
、

石
垣
市
に
お
い
て
の
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
初
期
導
入
の
コ

ス
ト
や
手
数
料
の
負
担
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

A
以
前
に
検
討
し
た
事
も
あ
る
が
導

入
は
考
え
て
な
い

公
金
支
払
に
お
け
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

Q

国吉　昌実

小
中
学
校
ご
と
み
る
と
、
備
品
等
の

整
備
に
格
差
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
努
力
を
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
新
築
さ
れ
た
学
校
、

さ
れ
て
な
い
学
校
と
現
状
は
色
々
と
あ

る
。
各
学
校
か
ら
の
要
望
を
聞
い
た
上

で
予
算
配
分
が
で
き
な
い
か
お
伺
い
し

ま
す
。

■
教
育
部
長

　知
念

　進

　満
足
で
き
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
が
、
毎
年
各
学
校
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
現
状
を
把
握
し
た
上
で
公
平
な

予
算
配
分
を
し
て
い
る
。

■
教
育
長

　山
城

　馨

　公
平
性
と
い
っ
て
も
色
々
な
視
点
が

あ
り
難
し
い
。
当
然
支
障
を
来
し
て
い

る
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
重

点
配
分
を
考
慮
し
な
い
と
い
け
な
い
。

A
小
中
学
校
の
備
品
等
の
整
備

を
急
げ

要
望
や
現
状
を
把
握
し
備
品

整
備
に
努
め
て
い
る

Q

　今
後
の
南
城
市
を
左
右
す
る
大
変
重

要
な
事
業
に
な
る
。
自
転
車
道
沿
い
、

チ
ャ
ー
リ
ー
近
く
の
県
道
１
３
７
号

線
・
86
号
線
沿
い
は
平
坦
で
整
備
も
容

易
だ
と
思
う
。
地
域
の
声
も
聞
き
な
が

ら
、
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
に
か
か
る

取
り
組
み
を
押
し
進
め
て
欲
し
い
。

■
企
画
部
長

　具
志
堅
兼
栄

　都
市
的
土
地
利
用
及
び
地
域
の
産
業

を
支
え
る
産
業
の
集
積
を
図
る
拠
点
と

し
て
重
要
な
地
域
で
あ
り
、今
後
の
南
部

東
道
路
、ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
周
辺
の
住
宅

整
備
の
進
捗
動
向
も
踏
ま
え
、見
直
し
を

進
め
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

A
段
階
的
に
計
画
を
立
て
整
備

す
る

Q
中
核
地
の
周
辺
整
備
を
早
急

に

　第
５
期
介
護
保
険
の
整
備
計
画
で
は

思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
。

次
期
計
画
で
は
現
場
を
知
っ
て
い
る
事

業
所
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
本
市

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
計
画
を
立
て
、
そ

の
計
画
が
通
る
よ
う
広
域
連
合
と
交
渉

す
る
よ
う
に
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　市
の
各
法
人
事
業
所
の
応
募
計
画
が

あ
る
場
合
に
は
、サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

と
市
の
事
業
計
画
に
沿
っ
た
計
画
に
な
っ

て
い
る
か
事
前
調
整
を
行
い
た
い
。

A
事
前
調
整
は
行
い
た
い

Q
整
備
計
画
は
事
前
協
議
を

　各
学
校
で
家
庭
訪
問
に
対
し
て
の
対

応
が
異
な
る
点
と
地
域
に
よ
る
人
口
の

増
減
や
ま
ち
づ
く
り
等
も
含
め
た
今
後

の
校
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
部
長

　知
念

　進

　家
庭
訪
問
の
意
義
は
非
常
に
重
要
。

公
聴
会
等
を
通
し
て
来
年
度
か
ら
は
完

全
に
実
施
し
た
い
。
校
区
に
関
し
て
は
現

在
も
弾
力
的
に
校
区
外
の
変
更
申
請
が

あ
れ
ば
教
育
的
配
慮
の
中
で
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
弾
力
的
に
運
用
し
て
い
く
。

A
学
校
・
保
護
者
と
連
携

Q
学
校
生
活
の
充
実
を

大城　竜男
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　平
成
27
年
度
以
降
で
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
反
映
と
あ
り
ま
す
が
、
進
捗

状
況
は
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　し
っ
か
り
し
た
ケ
ア
パ
ス
構
築
が
必

要
で
あ
り
、
現
段
階
作
成
に
至
っ
て
な

い
。
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

支
援
体
制
を
構
築
し
、
ケ
ア
パ
ス
構
築

の
基
本
と
と
ら
え
る
。
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
、
重
点
項
目
と
し
て
地

域
支
援
推
進
員
の
配
置
、
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
の
設
置
が
求
め
ら
れ
、
人
的
、

財
政
的
措
置
も
視
野
に
入
れ
て
取
組
ん

で
参
り
た
い
。

A
人
的
、
財
政
的
措
置
も
視
野

に
入
れ
て
取
組
む

Q
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・

普
及
に
つ
い
て

　平
成
27
年
度
以
降
で
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
反
映
と
あ
り
ま
す
が
、
進
捗

状
況
は
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　南
部
圏
域
で
「
嬉
野
が
丘
サ
マ
リ
ア

人
病
院
」
を
指
定
し
、
医
療
体
制
の
構

築
に
取
組
ん
で
い
る
。
又
、
南
部
地
区

在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
帯
す
る

こ
と
で
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
在

宅
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
事

に
取
組
ん
で
い
る
。
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

A

Q
退
院
見
込
者
に
必
要
と
な
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に
つ
い
て

　認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
等
に
対
す

る
支
援
を
推
進
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、

市
内
で
の
状
況
は
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　今
年
の
３
月
に
「
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
」
沖
縄
県
支
部
準
備
会
並
び
に

南
部
地
区
会
が
南
城
市
を
会
場
に
発
足

し
、
イ
オ
ン
大
里
店
で
の
月
例
会
が
開

催
さ
れ
、
情
報
交
換
や
心
の
拠
り
所
と

な
り
、
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
介
護
認
定
に
至
ら
な
い
認
知
症

の
場
合
、
表
面
化
し
な
い
こ
と
か
ら
、

課
題
が
あ
る
。
全
国
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
成
り
立
っ
て

い
る
状
況
で
、
県
内
で
の
開
設
は
ま
だ

な
い
。

A
支
援
体
制
を
探
り
た
い

Q
認
知
症
カ
フ
ェ
の
普
及
に
つ

い
て

伊禮　清則

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
学
校
に

行
く
機
会
が
あ
る
が
、
児
童
生
徒
の
学
習

に
要
す
る
備
品
の
痛
み
が
目
に
付
く
、
特

に
毎
日
使
用
す
る
机
・
椅
子
は
サ
イ
ズ
の

合
わ
な
い
物
も
あ
り
、
学
習
備
品
の
予
算

措
置
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
大
里
北
小
や
大
里
中
学
校
で
は

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
改
築
ま
で
の
間

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
昨
年
も
質
問
し
た

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
大
里
中
学
校
の

体
育
館
は
し
っ
か
り
し
た
予
算
措
置
が
さ

れ
ず
毎
年
の
よ
う
に
雨
漏
り
と
修
繕
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
後
十
年
は
現
施
設
を
使

用
す
る
と
の
見
通
し
も
あ
り
、
老
朽
施
設

の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
予

算
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　学
童
ク
ラ
ブ
を
経
済
的
な
理
由
で
利

用
で
き
な
い
方
の
支
援
策
と
指
導
員
の

待
遇
改
善
を
図
る
為
の
施
策
や
子
ど

も
・
子
育
て
新
制
度
の
中
で
様
々
な
基

準
等
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
南
城
市

の
現
状
と
比
べ
て
み
て
の
見
解
と
今
後

の
制
度
移
行
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　学
校
の
敷
地
内
へ
学
童
保
育
を
設
置

し
利
用
者
（
保
護
者
）
の
保
育
料
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
減
免
措
置
に
つ

い
て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

各
支
援
事
業
を
活
用
し
そ
の
加
算
額
に

よ
り
各
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
待
遇

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
各
基
準
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
今
後

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
中
で
計
画
を

策
定
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

A
支
援
の
強
化
を
図
り
た
い

市
内
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

Q

　市
内
の
各
児
童
館
の
整
備
や
子
育
て

支
援
事
業
等
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
児
童
館
の
整
備
に
つ
い
て

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

市
内
児
童
館
は
７
施
設
整
備
さ
れ
て

お
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
は
整

備
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育

て
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
各
児
童

館
の
行
事
の
中
で
子
育
て
支
援
講
座
等

の
開
催
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
。

Q
整
備
が
必
要
な
部
分
を
検
討
し

対
応
し
て
い
く

　ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
事
業

の
周
知
方
法
や
今
後
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

A
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ

い
て

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

南
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

に
よ
る
掲
載
・
児
童
家
庭
課
窓
口
に
お

い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
チ
ラ
シ
の
配
布

を
行
っ
て
お
り
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
に
関
し
ま
し
て
は
今
年
の
10
月
か

ら
父
子
家
庭
も
対
象
と
な
る
予
定
で
あ

り
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す

前里　輝明

　５
年
前
に
経
営
危
機
に
直
面
し
た

（
有
）
板
馬
養
殖
セ
ン
タ
ー
、
県
の
行
う

池
の
仕
切
り
工
事
や
市
が
行
っ
た
砂
の
入

れ
替
え
と
水
産
業
振
興
基
金
か
ら
の
無

利
息
貸
付
け
等
、
平
成
21
年
に
総
額
で

５
億
円
以
上
の
公
費
に
よ
る
支
援
が
実

施
さ
れ
た
。

　し
か
し
こ
の
５
年
、
え
び
の
出
荷
量
は

経
営
改
善
計
画
の
半
分
に
も
届
か
ず
財

務
内
容
は
５
年
前
よ
り
悪
化
し
て
い
る
。

　次
年
度
よ
り
市
へ
千
４
百
万
円
の
基

金
返
済
が
始
ま
る
が
、
総
額
７
千
万
円
の

返
済
は
、
厳
し
い
状
況
と
考
え
る
。
今
後

の
経
営
再
建
策
は
。
ま
た
返
済
出
来
な
い

場
合
、
知
念
漁
協
に
支
払
い
義
務
が
あ
る

と
の
認
識
で
よ
い
か
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　赤
字
の
原
因
は
出
荷
量
が
上
が
ら
な

い
こ
と
に
つ
き
る
。
知
念
漁
協
と
連
携

し
て
砂
の
入
れ
替
え
を
支
援
し
、
外
部

A
砂
の
入
れ
替
え
や
専
門
家
の
派

遣
を
支
援
し
て
経
営
改
善

車
え
び
養
殖
場
、
指
導
体
制
や

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
問
う

Q

■
教
育
長

　山
城

　馨

学
校
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
は
現
場

視
察
等
に
よ
り
重
々
承
知
し
て
い
る
。

南
城
市
の
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
育
む
た
め
に
施
設
の
整
備
充
実
は
私

達
の
責
務
で
あ
り
、
財
政
当
局
と
相
談

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

A
子
供
た
ち
は
南
城
市
の
宝
で

あ
る

老
朽
化
し
た
教
育
施
設
の
維
持
管
理
費

や
学
習
備
品
費
、
充
実
が
必
要

Q

大城　憲幸

の
専
門
家
も
入
れ
て
指
導
助
言
を
受
け

る
。
ま
た
、
基
金
の
返
済
が
滞
っ
た
場

合
は
知
念
漁
協
か
ら
返
し
て
頂
く
と
い

う
の
が
市
の
立
場
で
す
。

　今
年
で
第
三
回
目
を
迎
え
る
「
か
い

さ
れ
ー
大
会
」
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年

も
中
秋
の
名
月
の
も
と
、
大
里
城
址
公

園
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
９
月
13
日
、
午

後
６
時
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
市
内
外
か
ら
好
評
で
あ
り
ま
し

て
問
い
合
わ
せ
が
南
城
市
文
化
協
会
民

謡
部
会
の
方
に
来
て
い
る
様
で
あ
り
ま

す
。
今
回
ま
で
は
出
場
者
は
市
内
在
住

の
方
に
限
る
と
言
う
事
で
あ
り
ま
す
が
、

本
来
で
あ
れ
ば
全
国
に
大
会
を
ネ
ッ
ト

配
信
し
て
公
募
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
地

域
活
性
化
に
繁
が
る
と
思
い
ま
す
。
民

謡
部
会
で
も
将
来
的
に
は
そ
う
い
う
方

向
で
実
施
し
た
い
意
向
で
あ
り
ま
す
。

今
後
全
国
的
に
「
か
い
さ
れ
ー
大
会
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
財
政
的
に
厳

し
い
で
す
の
で
、
市
と
共
催
に
し
て
財

政
支
援
、
人
的
支
援
が
出
来
な
い
か
伺

い
ま
す
。
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■
企
画
部
長

　具
志
堅
兼
栄

　県
内
を
対
象
と
し
た
大
会
で
あ
れ
ば
、

自
主
運
営
を
希
望
し
ま
す
が
、
全
国
的

な
大
会
と
な
る
と
、
当
然
、
市
の
ほ
う

も
支
援
を
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
配

信
、
広
報
誌
で
の
配
信
等
に
つ
い
て
も
、

協
力
を
す
る
。
観
光
客
の
誘
客
を
視
野

に
入
れ
た
大
会
で
あ
れ
ば
、
一
括
交
付

金
の
活
用
も
検
討
で
き
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　民
謡
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
ん

な
形
で
大
き
く
発
信
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
大
変
い
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
工
夫
を
す
れ

ば
、
も
っ
と
大
き
な
活
動
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

A
一
括
交
付
金
の
活
用
が
検
討

で
き
る

Q
南
城
市
か
い
さ
れ
ー
大
会
に
つ

い
て

城間　松安



　平
成
27
年
度
以
降
で
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
反
映
と
あ
り
ま
す
が
、
進
捗

状
況
は
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　し
っ
か
り
し
た
ケ
ア
パ
ス
構
築
が
必

要
で
あ
り
、
現
段
階
作
成
に
至
っ
て
な

い
。
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

支
援
体
制
を
構
築
し
、
ケ
ア
パ
ス
構
築

の
基
本
と
と
ら
え
る
。
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
、
重
点
項
目
と
し
て
地

域
支
援
推
進
員
の
配
置
、
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
の
設
置
が
求
め
ら
れ
、
人
的
、

財
政
的
措
置
も
視
野
に
入
れ
て
取
組
ん

で
参
り
た
い
。

A
人
的
、
財
政
的
措
置
も
視
野

に
入
れ
て
取
組
む

Q
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・

普
及
に
つ
い
て

　平
成
27
年
度
以
降
で
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
反
映
と
あ
り
ま
す
が
、
進
捗

状
況
は
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　南
部
圏
域
で
「
嬉
野
が
丘
サ
マ
リ
ア

人
病
院
」
を
指
定
し
、
医
療
体
制
の
構

築
に
取
組
ん
で
い
る
。
又
、
南
部
地
区

在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
帯
す
る

こ
と
で
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
在

宅
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
事

に
取
組
ん
で
い
る
。
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

A

Q
退
院
見
込
者
に
必
要
と
な
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に
つ
い
て

　認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
等
に
対
す

る
支
援
を
推
進
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、

市
内
で
の
状
況
は
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　今
年
の
３
月
に
「
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
」
沖
縄
県
支
部
準
備
会
並
び
に

南
部
地
区
会
が
南
城
市
を
会
場
に
発
足

し
、
イ
オ
ン
大
里
店
で
の
月
例
会
が
開

催
さ
れ
、
情
報
交
換
や
心
の
拠
り
所
と

な
り
、
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
介
護
認
定
に
至
ら
な
い
認
知
症

の
場
合
、
表
面
化
し
な
い
こ
と
か
ら
、

課
題
が
あ
る
。
全
国
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
成
り
立
っ
て

い
る
状
況
で
、
県
内
で
の
開
設
は
ま
だ

な
い
。

A
支
援
体
制
を
探
り
た
い

Q
認
知
症
カ
フ
ェ
の
普
及
に
つ

い
て

伊禮　清則

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
学
校
に

行
く
機
会
が
あ
る
が
、
児
童
生
徒
の
学
習

に
要
す
る
備
品
の
痛
み
が
目
に
付
く
、
特

に
毎
日
使
用
す
る
机
・
椅
子
は
サ
イ
ズ
の

合
わ
な
い
物
も
あ
り
、
学
習
備
品
の
予
算

措
置
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
大
里
北
小
や
大
里
中
学
校
で
は

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
改
築
ま
で
の
間

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
昨
年
も
質
問
し
た

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
大
里
中
学
校
の

体
育
館
は
し
っ
か
り
し
た
予
算
措
置
が
さ

れ
ず
毎
年
の
よ
う
に
雨
漏
り
と
修
繕
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
後
十
年
は
現
施
設
を
使

用
す
る
と
の
見
通
し
も
あ
り
、
老
朽
施
設

の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
予

算
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　学
童
ク
ラ
ブ
を
経
済
的
な
理
由
で
利

用
で
き
な
い
方
の
支
援
策
と
指
導
員
の

待
遇
改
善
を
図
る
為
の
施
策
や
子
ど

も
・
子
育
て
新
制
度
の
中
で
様
々
な
基

準
等
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
南
城
市

の
現
状
と
比
べ
て
み
て
の
見
解
と
今
後

の
制
度
移
行
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　学
校
の
敷
地
内
へ
学
童
保
育
を
設
置

し
利
用
者
（
保
護
者
）
の
保
育
料
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
減
免
措
置
に
つ

い
て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

各
支
援
事
業
を
活
用
し
そ
の
加
算
額
に

よ
り
各
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
待
遇

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
各
基
準
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
今
後

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
中
で
計
画
を

策
定
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

A
支
援
の
強
化
を
図
り
た
い

市
内
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

Q

　市
内
の
各
児
童
館
の
整
備
や
子
育
て

支
援
事
業
等
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
児
童
館
の
整
備
に
つ
い
て

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

市
内
児
童
館
は
７
施
設
整
備
さ
れ
て

お
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
は
整

備
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育

て
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
各
児
童

館
の
行
事
の
中
で
子
育
て
支
援
講
座
等

の
開
催
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
。

Q
整
備
が
必
要
な
部
分
を
検
討
し

対
応
し
て
い
く

　ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
事
業

の
周
知
方
法
や
今
後
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

A
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ

い
て

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

南
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

に
よ
る
掲
載
・
児
童
家
庭
課
窓
口
に
お

い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
チ
ラ
シ
の
配
布

を
行
っ
て
お
り
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
に
関
し
ま
し
て
は
今
年
の
10
月
か

ら
父
子
家
庭
も
対
象
と
な
る
予
定
で
あ

り
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す

前里　輝明

　５
年
前
に
経
営
危
機
に
直
面
し
た

（
有
）
板
馬
養
殖
セ
ン
タ
ー
、
県
の
行
う

池
の
仕
切
り
工
事
や
市
が
行
っ
た
砂
の
入

れ
替
え
と
水
産
業
振
興
基
金
か
ら
の
無

利
息
貸
付
け
等
、
平
成
21
年
に
総
額
で

５
億
円
以
上
の
公
費
に
よ
る
支
援
が
実

施
さ
れ
た
。

　し
か
し
こ
の
５
年
、
え
び
の
出
荷
量
は

経
営
改
善
計
画
の
半
分
に
も
届
か
ず
財

務
内
容
は
５
年
前
よ
り
悪
化
し
て
い
る
。

　次
年
度
よ
り
市
へ
千
４
百
万
円
の
基

金
返
済
が
始
ま
る
が
、
総
額
７
千
万
円
の

返
済
は
、
厳
し
い
状
況
と
考
え
る
。
今
後

の
経
営
再
建
策
は
。
ま
た
返
済
出
来
な
い

場
合
、
知
念
漁
協
に
支
払
い
義
務
が
あ
る

と
の
認
識
で
よ
い
か
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　赤
字
の
原
因
は
出
荷
量
が
上
が
ら
な

い
こ
と
に
つ
き
る
。
知
念
漁
協
と
連
携

し
て
砂
の
入
れ
替
え
を
支
援
し
、
外
部

A
砂
の
入
れ
替
え
や
専
門
家
の
派

遣
を
支
援
し
て
経
営
改
善

車
え
び
養
殖
場
、
指
導
体
制
や

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
問
う

Q

■
教
育
長

　山
城

　馨

学
校
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
は
現
場

視
察
等
に
よ
り
重
々
承
知
し
て
い
る
。

南
城
市
の
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
育
む
た
め
に
施
設
の
整
備
充
実
は
私

達
の
責
務
で
あ
り
、
財
政
当
局
と
相
談

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

A
子
供
た
ち
は
南
城
市
の
宝
で

あ
る

老
朽
化
し
た
教
育
施
設
の
維
持
管
理
費

や
学
習
備
品
費
、
充
実
が
必
要

Q

大城　憲幸

の
専
門
家
も
入
れ
て
指
導
助
言
を
受
け

る
。
ま
た
、
基
金
の
返
済
が
滞
っ
た
場

合
は
知
念
漁
協
か
ら
返
し
て
頂
く
と
い

う
の
が
市
の
立
場
で
す
。

　今
年
で
第
三
回
目
を
迎
え
る
「
か
い

さ
れ
ー
大
会
」
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年

も
中
秋
の
名
月
の
も
と
、
大
里
城
址
公

園
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
９
月
13
日
、
午

後
６
時
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
市
内
外
か
ら
好
評
で
あ
り
ま
し

て
問
い
合
わ
せ
が
南
城
市
文
化
協
会
民

謡
部
会
の
方
に
来
て
い
る
様
で
あ
り
ま

す
。
今
回
ま
で
は
出
場
者
は
市
内
在
住

の
方
に
限
る
と
言
う
事
で
あ
り
ま
す
が
、

本
来
で
あ
れ
ば
全
国
に
大
会
を
ネ
ッ
ト

配
信
し
て
公
募
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
地

域
活
性
化
に
繁
が
る
と
思
い
ま
す
。
民

謡
部
会
で
も
将
来
的
に
は
そ
う
い
う
方

向
で
実
施
し
た
い
意
向
で
あ
り
ま
す
。

今
後
全
国
的
に
「
か
い
さ
れ
ー
大
会
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
財
政
的
に
厳

し
い
で
す
の
で
、
市
と
共
催
に
し
て
財

政
支
援
、
人
的
支
援
が
出
来
な
い
か
伺

い
ま
す
。
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■
企
画
部
長

　具
志
堅
兼
栄

　県
内
を
対
象
と
し
た
大
会
で
あ
れ
ば
、

自
主
運
営
を
希
望
し
ま
す
が
、
全
国
的

な
大
会
と
な
る
と
、
当
然
、
市
の
ほ
う

も
支
援
を
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
配

信
、
広
報
誌
で
の
配
信
等
に
つ
い
て
も
、

協
力
を
す
る
。
観
光
客
の
誘
客
を
視
野

に
入
れ
た
大
会
で
あ
れ
ば
、
一
括
交
付

金
の
活
用
も
検
討
で
き
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　民
謡
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
ん

な
形
で
大
き
く
発
信
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
大
変
い
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
工
夫
を
す
れ

ば
、
も
っ
と
大
き
な
活
動
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

A
一
括
交
付
金
の
活
用
が
検
討

で
き
る

Q
南
城
市
か
い
さ
れ
ー
大
会
に
つ

い
て

城間　松安



　南
城
市
に
お
い
て
現
在
、
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
に
よ
る
台
風
対
策
の
施
設

補
強
事
業
を
９
割
補
助
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
既
設
施
設
の
補
強

も
大
切
で
す
が
、
実
際
に
大
型
の
台
風

が
来
る
場
合
、
作
物
を
保
護
し
よ
う
と

す
れ
ば
施
設
が
も
た
な
い
の
で
ネ
ッ
ト

を
全
部
剥
が
し
て
施
設
を
最
優
先
で
保

護
し
ま
す
。

　む
し
ろ
、
補
助
事
業
と
し
て
は
農
家

の
底
上
げ
に
広
く
活
用
す
る
こ
と
が
有

意
義
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
補
助

割
合
を
９
割
か
ら
５
割
へ
減
ら
し
て
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
新
規
導
入
補
助
事
業
を

行
え
ば
、
希
望
者
は
格
段
に
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
導
入
に
よ
り
、
沖
縄
の
気
候
を
活

か
し
て
10
月
か
ら
６
月
に
ハ
ウ
ス
栽
培

し
た
蔬
菜
花
卉
を
本
土
へ
高
値
で
出
荷

で
き
る
事
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
是
非
、

生
産
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　平
成
25
年
度
に
測
量
設
計
業
務
を
完

了
し
、
現
在
は
用
地
測
量
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
度
に
用
地
購
入
と
物
件

補
償
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

車
道
の
片
側
幅
員
が
3
．7
5
メ
ー
ト

ル
の
2
車
線
道
路
で
、
歩
道
は
2
．5
メ

ー
ト
ル
の
山
側
片
側
歩
道
の
計
画
で
す
。

A
測
量
業
務
中

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　本
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年

度
ま
で
の
5
年
間
の
事
業
期
間
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
現
行
は
補
強
だ
け
で

28
年
度
ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
組

替
え
も
含
め
て
、
来
年
度
の
予
算
編
成

の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

A
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

Q
蔬
菜
花
卉
園
芸
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

長嶺　勝盛

　現
在
、
測
量
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

路
線
が
完
成
す
れ
ば
、
船
越
地
区
内
を

利
用
す
る
車
両
が
減
り
、
歩
行
者
及
び

運
転
者
の
双
方
の
安
全
性
高
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
丘
陵
地
に
道
路
が
開
通
す
る

こ
と
に
よ
り
周
辺
の
宅
地
造
成
が
容
易

に
な
り
、
人
口
増
加
、
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
り
ま
す
。
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Q
船
越
〜
大
城
線
に
つ
い
て

知
念
農
村
広
場
は
26
年
の
歳
月
が
た

ち
照
明
器
具
は
老
朽
が
激
し
く
落
下
の

恐
れ
が
あ
り
、
安
全
対
策
と
し
て
一
個

の
照
明
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
広
場
の
表
土
は
長
年

の
風
雨
で
洗
掘
さ
れ
小
石
等
が
突
出
し

て
お
り
、
地
域
住
民
や
児
童
生
徒
が
安

全
安
心
で
広
場
が
使
用
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と

お
り
知
念
部
落
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
駐

屯
地
が
存
在
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
考
慮
し
防
衛
省
の
基
地
周
辺
整
備

事
業
で
改
修
整
備
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　山
村

　研
吾

　広
場
に
隣
接
す
る
児
童
公
園
に
つ
き

ま
し
て
は
、
防
衛
省
事
業
で
整
備
さ
れ

た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
防
衛
省

事
業
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
防
衛
省
事
業
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
知
念
農
村
広
場
改
修
整
備
に

つ
い
て

■
市
長

　古
謝
景
春

　本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
地
域
の
方
々

も
防
衛
省
に
単
独
で
要
請
を
行
っ
て
お

り
ま
し
て
、
防
衛
省
か
ら
も
い
い
返
事

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
方
向
性
を
定
め
な
が
ら
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

知
念
城
址
跡
周
辺
に
は
観
光
資
源

に
な
る
カ
ー
や
石
段
が
残
っ
て
い
る

参
道
等
が
点
在
し
ま
す
が
、
一
括
交

付
金
を
活
用
し
た
整
備
事
業
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　知
念

　進

　貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に
は
普

及
、
啓
発
等
を
地
域
と
の
連
携
も
図
り

な
が
ら
で
き
る
だ
け
整
備
で
き
る
方
向

で
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　観
光
に
お
い
て
の
駐
車
場
等
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興
で
一
括
交
付

金
等
々
い
ろ
ん
な
形
で
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
平
公
正
の
立
場
か
ら
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
議
論
を
し
な
が
ら
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
整
備
で
き
る
方
向
で
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
知
念
城
跡
周
辺
整
備
に
つ
い

て

吉田　潤

冨
祖
崎
〜
新
開
ま
で
の
湾
岸
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
埋
め
立
て
計
画
の
変
更
は
可
能
か
？

②
築
島
の
整
備
も
並
行
し
て
で
き
な
い

か
。

③
こ
の
一
帯
の
護
岸
の
整
備
計
画
は
あ

る
の
か
。

　以
上
３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
参
事

　伊
集

　稔

①
埋
め
立
て
計
画
の
変
更
は
可
能
だ
と

思
う
。

　

②
築
島
の
整
備
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ク
リ
ア
す
る
の
に
時

間
を
要
す
る
。

③
護
岸
整
備
に
つ
い
て
は
、
海
岸
道
路

整
備
時
に
検
討
す
る
。

A
検
討
し
た
い

■
産
業
建
設
参
事

　伊
集

　稔

　南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
に
位
置
づ

け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早
急
の
整
備
は
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
知
念
と
佐
敷
を

結
ぶ
水
兼
農
道
か
ら
国
道
ま
で
の
整
備

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
当
道
路
の
交
通

量
が
分
散
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

A
早
期
の
整
備
は
き
び
し
い

Q
湾
岸
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

（
佐
敷
地
区
）

　

集
落
間
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
道
路
だ

が
未
整
備
の
た
め
歩
道
の
設
置
も
さ
れ

て
な
く
道
路
巾
も
狭
い
の
で
大
変
危
険

で
あ
り
、
早
期
の
整
備
・
拡
張
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Q
手
登
根
・
伊
原
線
の
道
路
整

備
に
つ
い
て

■
教
育
部
長

　知
念

　進

①
尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
今
後
15
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

計
画
し
て
い
く
。

③
「
佐
敷
城
跡
保
存
管
理
計
画
」
の
中

で
整
備
、
活
用
を
検
討
し
た
い
。

④
像
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
「
尚
巴
志

像
建
立
期
成
会
」
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

A
尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
進
め
る

①
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

③
佐
敷
上
グ
ス
ク
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

④
尚
巴
志
像
の
建
立
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

Q
尚
巴
志
関
連
事
業
の
取
組
に

つ
い
て

仲村　和則

　南
城
市
は
殆
ど
の
地
区
が
土
地
改
良

も
完
了
し
生
産
性
も
向
上
し
て
い
る
。

平
張
り
・
大
型
ハ
ウ
ス
ま
で
導
入
さ
れ
、

南
国
果
実
か
ら
野
菜
ま
で
盛
ん
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
農
業
に
一
番
大

事
な
農
業
用
用
水
の
確
保
が
遅
れ
て
い

る
。

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

①
市
営
事
業
、
農
産
漁
村
活
性
化
対
策

整
備
事
業
で
６
地
区
計
画
。大
里
の

大
城
地
区
、目
取
真
地
区
、嶺
井
地
区
、

玉
城
の
百
名
地
区
、當
山
地
区
、知
念

の
知
名
地
区
、又
大
城
地
区
、百
名
地

区
は
27
年
度
採
択
に
向
け
県
と
調
整

中
。

②
県
営
事
業
で
４
地
区
計
画
。玉
城
の

雄
樋
川
地
区（
２
期
目
）知
念
玉
城
の

志
喜
屋
、垣
花
地
区
、大
里
の
仲
程
地

区（
仲
程
・
真
境
名
・
当
間
）佐
敷
の

浜
崎
地
区
。

A
地
元
の
同
意
取
得
、
合
意
形
成
が

整
っ
た
所
か
ら
推
進
し
て
い
く

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　利
用
者
の
安
全
に
関
す
る
ケ
ー
ス
な

ど
維
持
管
理
上
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
修
理
修
繕
等
で
、
そ
の
費
用

が
自
治
体
で
は
と
て
も
負
担
で
き
な
い

多
額
と
な
る
場
合
、
市
に
相
談
頂
き
た

い
。農
村
公
園
を
単
独
で
整
備
出
来
る

補
助
事
業
が
無
い
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　子
育
て
環
境
は
大
変
大
事
で
あ
る
。

市
内
公
園
に
ま
と
め
て
遊
具
の
設
置
を

今
後
検
討
し
た
い
。

A
維
持
管
理
費
そ
の
他
費
用
は
各

自
治
体
が
負
担
す
る
事
が
基
本

Q
南
城
市
農
業
用
用
水
整
備
事

業
に
つ
い
て

市
内
自
治
体
の
農
村
公
園
と
子
供
達

の
遊
び
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　公
園
内
構
造
物（
東
屋
・
擁
壁
・
転
落

防
止
柵
等
）老
朽
化
し
た
遊
具
の
取
替
又

は
修
理
修
繕
。

　大
里
地
域
に
子
供
達
専
用
遊
び
場
、遊

具
付
き
の
公
園
の
整
備
計
画
が
出
来
な

い
か
。

Q

大城　悟

14Nanjo  City  Gikai  Dayori15 Nanjo  City  Gikai  Dayori

平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号AQ ＆一般質問 AQ ＆一般質問



　南
城
市
に
お
い
て
現
在
、
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
に
よ
る
台
風
対
策
の
施
設

補
強
事
業
を
９
割
補
助
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
既
設
施
設
の
補
強

も
大
切
で
す
が
、
実
際
に
大
型
の
台
風

が
来
る
場
合
、
作
物
を
保
護
し
よ
う
と

す
れ
ば
施
設
が
も
た
な
い
の
で
ネ
ッ
ト

を
全
部
剥
が
し
て
施
設
を
最
優
先
で
保

護
し
ま
す
。

　む
し
ろ
、
補
助
事
業
と
し
て
は
農
家

の
底
上
げ
に
広
く
活
用
す
る
こ
と
が
有

意
義
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
補
助

割
合
を
９
割
か
ら
５
割
へ
減
ら
し
て
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
新
規
導
入
補
助
事
業
を

行
え
ば
、
希
望
者
は
格
段
に
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
導
入
に
よ
り
、
沖
縄
の
気
候
を
活

か
し
て
10
月
か
ら
６
月
に
ハ
ウ
ス
栽
培

し
た
蔬
菜
花
卉
を
本
土
へ
高
値
で
出
荷

で
き
る
事
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
是
非
、

生
産
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

■
産
業
建
設
部
参
事

　伊
集

　稔

　平
成
25
年
度
に
測
量
設
計
業
務
を
完

了
し
、
現
在
は
用
地
測
量
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
度
に
用
地
購
入
と
物
件

補
償
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

車
道
の
片
側
幅
員
が
3
．7
5
メ
ー
ト

ル
の
2
車
線
道
路
で
、
歩
道
は
2
．5
メ

ー
ト
ル
の
山
側
片
側
歩
道
の
計
画
で
す
。

A
測
量
業
務
中

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　本
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年

度
ま
で
の
5
年
間
の
事
業
期
間
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
現
行
は
補
強
だ
け
で

28
年
度
ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
組

替
え
も
含
め
て
、
来
年
度
の
予
算
編
成

の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

A
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

Q
蔬
菜
花
卉
園
芸
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

長嶺　勝盛

　現
在
、
測
量
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

路
線
が
完
成
す
れ
ば
、
船
越
地
区
内
を

利
用
す
る
車
両
が
減
り
、
歩
行
者
及
び

運
転
者
の
双
方
の
安
全
性
高
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
丘
陵
地
に
道
路
が
開
通
す
る

こ
と
に
よ
り
周
辺
の
宅
地
造
成
が
容
易

に
な
り
、
人
口
増
加
、
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
り
ま
す
。
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Q
船
越
〜
大
城
線
に
つ
い
て

知
念
農
村
広
場
は
26
年
の
歳
月
が
た

ち
照
明
器
具
は
老
朽
が
激
し
く
落
下
の

恐
れ
が
あ
り
、
安
全
対
策
と
し
て
一
個

の
照
明
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
広
場
の
表
土
は
長
年

の
風
雨
で
洗
掘
さ
れ
小
石
等
が
突
出
し

て
お
り
、
地
域
住
民
や
児
童
生
徒
が
安

全
安
心
で
広
場
が
使
用
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と

お
り
知
念
部
落
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
駐

屯
地
が
存
在
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
考
慮
し
防
衛
省
の
基
地
周
辺
整
備

事
業
で
改
修
整
備
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　山
村

　研
吾

　広
場
に
隣
接
す
る
児
童
公
園
に
つ
き

ま
し
て
は
、
防
衛
省
事
業
で
整
備
さ
れ

た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
防
衛
省

事
業
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
防
衛
省
事
業
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
知
念
農
村
広
場
改
修
整
備
に

つ
い
て

■
市
長

　古
謝
景
春

　本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
地
域
の
方
々

も
防
衛
省
に
単
独
で
要
請
を
行
っ
て
お

り
ま
し
て
、
防
衛
省
か
ら
も
い
い
返
事

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
方
向
性
を
定
め
な
が
ら
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

知
念
城
址
跡
周
辺
に
は
観
光
資
源

に
な
る
カ
ー
や
石
段
が
残
っ
て
い
る

参
道
等
が
点
在
し
ま
す
が
、
一
括
交

付
金
を
活
用
し
た
整
備
事
業
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　知
念

　進

　貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に
は
普

及
、
啓
発
等
を
地
域
と
の
連
携
も
図
り

な
が
ら
で
き
る
だ
け
整
備
で
き
る
方
向

で
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　観
光
に
お
い
て
の
駐
車
場
等
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興
で
一
括
交
付

金
等
々
い
ろ
ん
な
形
で
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
平
公
正
の
立
場
か
ら
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
議
論
を
し
な
が
ら
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
整
備
で
き
る
方
向
で
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
知
念
城
跡
周
辺
整
備
に
つ
い

て

吉田　潤

冨
祖
崎
〜
新
開
ま
で
の
湾
岸
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
埋
め
立
て
計
画
の
変
更
は
可
能
か
？

②
築
島
の
整
備
も
並
行
し
て
で
き
な
い

か
。

③
こ
の
一
帯
の
護
岸
の
整
備
計
画
は
あ

る
の
か
。

　以
上
３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
参
事

　伊
集

　稔

①
埋
め
立
て
計
画
の
変
更
は
可
能
だ
と

思
う
。

　

②
築
島
の
整
備
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ク
リ
ア
す
る
の
に
時

間
を
要
す
る
。

③
護
岸
整
備
に
つ
い
て
は
、
海
岸
道
路

整
備
時
に
検
討
す
る
。

A
検
討
し
た
い

■
産
業
建
設
参
事

　伊
集

　稔

　南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
に
位
置
づ

け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早
急
の
整
備
は
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
知
念
と
佐
敷
を

結
ぶ
水
兼
農
道
か
ら
国
道
ま
で
の
整
備

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
当
道
路
の
交
通

量
が
分
散
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

A
早
期
の
整
備
は
き
び
し
い

Q
湾
岸
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

（
佐
敷
地
区
）

　

集
落
間
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
道
路
だ

が
未
整
備
の
た
め
歩
道
の
設
置
も
さ
れ

て
な
く
道
路
巾
も
狭
い
の
で
大
変
危
険

で
あ
り
、
早
期
の
整
備
・
拡
張
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Q
手
登
根
・
伊
原
線
の
道
路
整

備
に
つ
い
て

■
教
育
部
長

　知
念

　進

①
尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
今
後
15
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

計
画
し
て
い
く
。

③
「
佐
敷
城
跡
保
存
管
理
計
画
」
の
中

で
整
備
、
活
用
を
検
討
し
た
い
。

④
像
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
「
尚
巴
志

像
建
立
期
成
会
」
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

A
尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
進
め
る

①
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

③
佐
敷
上
グ
ス
ク
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

④
尚
巴
志
像
の
建
立
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

Q
尚
巴
志
関
連
事
業
の
取
組
に

つ
い
て

仲村　和則

　南
城
市
は
殆
ど
の
地
区
が
土
地
改
良

も
完
了
し
生
産
性
も
向
上
し
て
い
る
。

平
張
り
・
大
型
ハ
ウ
ス
ま
で
導
入
さ
れ
、

南
国
果
実
か
ら
野
菜
ま
で
盛
ん
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
農
業
に
一
番
大

事
な
農
業
用
用
水
の
確
保
が
遅
れ
て
い

る
。

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

①
市
営
事
業
、
農
産
漁
村
活
性
化
対
策

整
備
事
業
で
６
地
区
計
画
。大
里
の

大
城
地
区
、目
取
真
地
区
、嶺
井
地
区
、

玉
城
の
百
名
地
区
、當
山
地
区
、知
念

の
知
名
地
区
、又
大
城
地
区
、百
名
地

区
は
27
年
度
採
択
に
向
け
県
と
調
整

中
。

②
県
営
事
業
で
４
地
区
計
画
。玉
城
の

雄
樋
川
地
区（
２
期
目
）知
念
玉
城
の

志
喜
屋
、垣
花
地
区
、大
里
の
仲
程
地

区（
仲
程
・
真
境
名
・
当
間
）佐
敷
の

浜
崎
地
区
。

A
地
元
の
同
意
取
得
、
合
意
形
成
が

整
っ
た
所
か
ら
推
進
し
て
い
く

■
産
業
建
設
部
長

　山
村
研
吾

　利
用
者
の
安
全
に
関
す
る
ケ
ー
ス
な

ど
維
持
管
理
上
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
修
理
修
繕
等
で
、
そ
の
費
用

が
自
治
体
で
は
と
て
も
負
担
で
き
な
い

多
額
と
な
る
場
合
、
市
に
相
談
頂
き
た

い
。農
村
公
園
を
単
独
で
整
備
出
来
る

補
助
事
業
が
無
い
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　子
育
て
環
境
は
大
変
大
事
で
あ
る
。

市
内
公
園
に
ま
と
め
て
遊
具
の
設
置
を

今
後
検
討
し
た
い
。

A
維
持
管
理
費
そ
の
他
費
用
は
各

自
治
体
が
負
担
す
る
事
が
基
本

Q
南
城
市
農
業
用
用
水
整
備
事

業
に
つ
い
て

市
内
自
治
体
の
農
村
公
園
と
子
供
達

の
遊
び
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　公
園
内
構
造
物（
東
屋
・
擁
壁
・
転
落

防
止
柵
等
）老
朽
化
し
た
遊
具
の
取
替
又

は
修
理
修
繕
。

　大
里
地
域
に
子
供
達
専
用
遊
び
場
、遊

具
付
き
の
公
園
の
整
備
計
画
が
出
来
な

い
か
。

Q

大城　悟
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パイプライン敷設要請についての附帯決議
附帯決議!!

陳情
第8号

　本陳情は、ユインチホテル南城の温泉排水が、地域の水源地に影響し、近隣の農作物に被害が生じ
たことへの対策の一環で、水源地の下付近まで、パイプラインを設置したものを、海岸線まで延長し
てほしいとの要望が主であります。
　農地、農作物への被害を生じさせないためにも、パイプラインの延長は必要だと、市議会も認識し
ていますが、他方で問題も出る可能性があるため、下記のとおり附帯決議する。

記

１．延長するに至っては、海浜、海洋生物及び環境への影響に充分配慮すること

　以上、決議します。

　　平成26年6月19日
産業教育委員長

南部東道路整備に関する要請決議発委
第４号

　平素より、本市の土木行政に対しご理解とご協力を賜り厚く感謝申し上げます。
　おかげを持ちまして、沖縄南部の東地域における将来道路網の大動脈となります南部東道路も事業を着手する
運びとなり、広域連携、緊急搬送、観光振興、物流等将来にわたる南部地域発展の起爆剤となるものと大変期待
しているところであります。
　また、４工区（大城・新里工区）においては、今年度から用地交渉が着工されると聞いておりまして、本市議
会においても、南部東道の早期完成に向けて県・市と連携し取り組んで参りたいと思っております。
　さて、南部東道路から那覇空港自動車道への乗り入れについて、現計画では那覇空港自動車道へ直接乗り入れ
ができず、那覇空港自動車道の側道を通って南風原南ＩＣからの乗り入れとなっているようであります。
　今後、南部東道の整備が完了し供用開始されると南風原南ＩＣ付近の交差点及び那覇空港自動車道の側道にお
いて交通渋滞が予想されます。
　南部東道路整備は、観光、物流等の拠点となる那覇空港への時間短縮、都心部、医療機関への時間短縮等が最
大の目的であり、その目的を達成するためにも、下記について要請します。

記

①開通の遅れがないよう計画を進める事
②南部東道路から那覇空港自動車道への直接乗り入れが出来るよう配慮する事

　以上、決議します。

　　平成26年6月19日
沖縄県南城市議会

あて先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県知事、沖縄県南部土木事務所長、沖縄県議会議長

「30人以下学級の早期・完全実現」のための意見書発委
第２号

　沖縄県では、県独自の施策として、従来の小学校1・2年生における「1学級30名定数」から、2012
年度は、それに加え小学校３年生において「1学級35名定数」、2014年度は、中学校1年生においても
「1学級35名定数」を実現しており、複式定数でも非常勤の加配が実現できています。
　これら「少人数学級」の実現は、次代を担う子どもたちの教育環境をより良くするために必要不可
欠な制度であり、日本の全都道府県では何らかの形態で「少人数学級」の施策が実施され、沖縄県よ
り進んだ「少人数学級」が実現している府県も多くあります。学力の向上が叫ばれる中、多くの教育
課題を解決するために必要な「少人数学級」の実現はまだまだ不十分な状況であります。
　全ての子どもたちが出生地に関係なく、等しく良質な学校教育を受けられるようにすることは、多
くの保護者・教育関係者の願いであると同時に、国及び県・市町村も含めた行政の責任でもあります。
　以上のことから、子どもたちへ最善の教育環境を提供するために、学校現場における「30人以下学
級」の完全実現は急ぐべき課題であり、以下を強く要請いたします。

記
国におきましては、
１．段階的に「35人以下学級」を実現するとした教職員定数改善計画を速やかに実施すること。

２．さらに「30人以下学級」の早期・完全実現を国の責任で行うこと。特に、教職員定数の大幅な改
善など人的措置・財政的な措置を行うこと。

県におきましては、
１．段階的に「35人以下学級」を実現するとした教職員定数改善計画を速やかに国に実施するよう要
請すること。

２．さらに「30人以下学級」の早期・完全実現ができるよう教職員定数の大幅な改善など人的措置・
財政的な措置を国に要請すること。

３．県独自にも「30人以下学級」が実現できるよう努力すること。

４．「30人以下学級」に伴う教室増等の条件整備を市町村と連携して計画的に行うこと。

５．増員される教職員は臨時採用ではなく、正規の教職員をあてるようにすること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　　平成26年6月19日
沖縄県南城市議会

あて先　　　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣、文部科学大臣、沖縄県知事、沖縄県教育委員長

早期完成・直接乗り入れ!!早期完全実現を急げ!!
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記
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３．県独自にも「30人以下学級」が実現できるよう努力すること。
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早期完成・直接乗り入れ!!早期完全実現を急げ!!
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「子ども医療費を入院に続き、通院も中学校卒業まで無料とする」県の助成に関する意見書発委
第５号

　沖縄県が平成24年10月１日より子ども医療費の入院について、助成対象年齢を中学卒業まで引き

上げたことに対し、心から歓迎と敬意を表します。当南城市では、平成23年度より通院に係る医療

費を小学校就学前まで、入院にかかる医療費を中学卒業まで助成を実施し、子育て真っ最中のお父

さん、お母さんたちから大変喜ばれております。

　少子化の進行は、人口構造の高齢化や将来の生産年齢人口の減少にもつながり、子どもの健全な

成長への影響のみならず、社会経済や社会保障のあり方にも重大な影響を及ぼす事が懸念されます。

そうしたことから、子育て家庭の経済的負担を軽減する措置が少子化対策の重要施策となっており、

現状としては全都道府県及び市町村において、子ども医療費の助成制度が実施されておりますが、

市町村間の制度内容に格差が生じている状況であります。

　県内の子供たちを取り巻く貧困の実態は深刻と言わざるを得ません。経済的理由で受診を我慢し

治療を中断する子どもや学校給食だけで食事を済ませる子供など、貧困がゆえに子どもたちの健康

と成長が大きく阻害されている現状が医療や学校現場から次々と報告されております。経済的理由

で子どもたちの受診が制約される、またそのために重症化するようなことがあってはなりません。

沖縄県が「通院費」の助成対象年齢を引き上げ、入院に続き通院も中学卒業まで適用するととにな

れば、多くの市町村も対象年齢引き上げの積極的な対応ができ、全ての子どもたちが医療を受けら

れることになります。子どもを安心して産み、育てることのできる社会の実現を目指すには、どう

しても地方制度の安定化が必要であり、その実現のためには園、県の支援が不可欠であります。

よって、沖縄県におかれましては、県内の子供たちが等しく大切に育てられるよう、入院費助成に

続き、通院にかかる医療費の助成対象年齢を中学校卒業年次まで無料にする制度の拡充を強く要請

します。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成26年６月19日

沖縄県南城市議会

あて先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県知事

早期の拡充を求める!!
「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書発委

第３号

　今日の教育の抱えている課題を解決するためには、地域や子どもの状況を踏まえ多様な教育活動

が推進できるよう、学校や市町村教育委員会が主体的に運営できる仕組みに改善することが喫緊の

課題です。

　そのため国の財政的な支援が必要であり、それは国としての責務です。しかし、８年前、国は義

務教育の国庫負担率をこれまでの「２分の１」から「３分の１」に削減しました。

現在においても地方分権や道州制などの議論の中、国から地方への財源確保の問題が十分に議論さ

れておらず、現状の義務教育費国庫負担が続けば、自主財源の厳しい地方公共団体では、義務教育

に十分な予算を充てることができなくなり、地方公共団体間での教育条件に大きな格差が生じます。

特に、多くの離島僻地校を抱える本県は非常に深刻な状況に置かれることが予想されます。

　子どもたちの教育条件に、地域格差を生じさせてはならず、少なくとも憲法に保障された義務教

育においては、全国均質の教育条件を国の責任で保障すべきです。

　つきましては、以下の事項を強く求めます。

記

一、教育の機会均等とその水準の維持向上を図るため、その根幹となる義務教育費国庫負担制度を

堅持し、早急に国の負担を（２分の１以上に）拡充すること。

一、次期教職員定数改善計画を速やかに実施するとともに、学校現場に必要な教職員を確保し、ス

クールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職の配置も拡充すること。

一、意欲と情熱を持って教育に取り組む優れた教員を確保するため、人材確保法を堅持し、勤務実

態を踏まえた教員の処遇改善に努めること。

一、教育関係予算を増額し、充実させること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

平成26年6月19日

沖縄県南城市議会

あて先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣、文部科学大臣

義務教育は国の責任で保障せよ!!
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　平成24年3月に議会基本条例が制定されてから、市議会では様々な議会改革が行われました。議会活性化
検討会議では、今後、改選後の議会においても議会改革を進めていくために、全議員から議会基本条例に関
するアンケートを実施しました。
　主な意見は次のとおりで、今後、議会活性化検討会議で精査・集約し、次期議会に申し送りする予定です。

20Nanjo  City  Gikai  Dayori21 Nanjo  City  Gikai  Dayori

平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号

各議員からのアンケート（抜粋）

① 特に第４条の議員間討議と論点整理について

１．議会、議員の活動原則を中心に（第２条から第５条関係）

・論点整理をすることで、逆に議員間討議が省略される可能性もあるので、論点整理は簡素化して、各自説明

資料を活用してもらう方が良い。

・議員間討議においては、議案に関しての個人個人の考えがあり前向きの議論が展開されて委員会の質の向上

ができたと思う。

・論点整理について、委員会がまだ成熟してないときは、質疑の角度の整理という意味ではいいと思うが、委

員一人一人が成熟してくると、どの方向に論点を向けていくかという点でかなり難しい。

・議員間討議について、本来なら委員個々の意見・考え方を述べあうところだと思うが、進行するうえでは委

員長の力量に負うところが大きく、提出議案の種類にもよると思うが、自由に意見を述べ合うところまでは

いってない。また討論との立て分けが難しい。

５．議会改革全般についての自由意見

・これ以上の議会改革を図るためには、どうしても事務局体制の拡充が必要です。広報広聴委員会の設置も必

要かと思う。なぜならば、委員会では聞ける範囲、言える範囲に限度があるため。もうひとつ人事権の独立

は考えていかなくてはならないと思う。

・今議会での、議会改革については、改革の意義、議員の意識の改革等、ゼロからのスタートであった。議会

基本条例の制定後、議会のあり方、委員会のあり方に変化が生じ、一定程度の成果があったのではないか。

情報発信方法（ＨＰ、ネット中継等）、今後、益々、進展する事を願う。

①  特に過去２回開催した第８条の議会報告会について

２．市民と議会の関係を中心に（第６条から第９条関係）

・市民の参加が少なく会場内での質疑に対しても議会に対する意見よりは個人的な意見が多かったが報告会を

開催する事で市民と議会の距離が近づいていくと思うので今後も続けていくべきだと思う。

・市民への周知方法の再検討

・区長会や民生委員、青年会、女性会等々各種団体への協力

・報告内容について、過去二回は議会からの報告が長かった上、市民の感心のあるテーマが少なかったので

は。今後、市民の感心の高いテーマに絞って市民意見の出やすい報告会を意識すべき。

②  インターネット中継（議会の公開方法：傍聴等）について

・将来的にはネット配信も必要。録画をして、いつでも議会のホームページから視聴できるようにするべき。 

・市民の意見を集める(パブリックコメント)　　それから検討してもいいと思う。

②  同規則第62条一般質問の14．「市長は、一般質問を通告した議員に対し、当日質問前に

　  答弁書を提出するものとする。」について

４．南城市議会の議会運営に関する申し合わせ事項について

・歴史が浅いのでまだ何とも言えない。ただ以前より議論は、噛み合ってきていると思う。

・数字の確認等が無くなったので、その分再質問に重きをおけるようになったのではないか。

・答弁書がある事によって数字や内容がしっかり把握できるので良いと思う。

・もっと早めの提出ができればよいと思う。（開会の30分前の９：30とか）

①  特に第12条、第13条関係の政策等説明資料について

３．市長と議会の関係を中心に（第10条から第14条関係）

・議案の審議を深める為にとても役立ったので良かったが、議案送付するときに一緒に提出できれば議案に対

する質疑や資料要求などが変わってくるのでもう少し早めに提出できれば更に活用できると思う。

②  タブレット活用方法（ペーパーレス、端末の負担等）について 

・過去の説明資料や議会の運営関係規則や例規集等のデータをいれ、すぐに検索できるようになれば良い。

　また、広報広聴にも活用できるのでは

・いい事ではあるが利用に当り個人差があるので解決策をどうするか、充分に検討が必要
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親　川　孝　雄 ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松　田　兼　弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
吉　田　　　潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊　�　清　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仲　村　和　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　城　　　悟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
業
教
育
委
員
会

中　村　直　哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長　嶺　勝　盛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △
前　里　輝　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉　城　　　健 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城　間　松　安 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比　嘉　直　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲
瀨　底　正　真 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島　袋　賢　栄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
屋　冝　宣　勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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閉会中の継続調査

調査事件

陳情第11号

● 慎重審議を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。閉会中の継続審査

労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める要請書
陳情第9号

● 慎重審議を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。閉会中の継続審査

久高島留学センターにおける不祥事の真相究明と今後の対応に関する陳情

① 財政課題について
② 自然災害について
③ 畜産場悪臭防止対策検討調査業務について
④ 自転車道整備と関連する市道整備について
⑤ 議会報告会における意見・
 　提言等の検討事項について
⑥ 特別支援教育について
⑦ 南部東道路について
⑧ 蔬菜花卉園芸施設整備事業について

▲ 蔬菜花卉園芸施設整備事業

調査事件経過報告

　それでは、今まで継続して行ってきた、所管事務調査の５項目について、区切りとし
て総務福祉委員会の考え方を報告致します。

記

① 財政課題についてでありますが、過去２回に亘って調査研究を行ってきました。委員会
としても一定の理解は深められたもののその課題については、絶えず注視をしていくべ
きものであり、市民の福祉に直結する重要な項目である。よって改選後の委員会にも引
き続き調査をして頂くよう希望をしたい。

② まちづくりの観点から見た公共交通のあり方についてですが、過去２回に亘って調査研
究を行ってきました。デマンド交通の実証実験ができたのも一つの成果でもあるが、民
業圧迫の課題やスクールバス、庁舎間バス、路線バス等の問題もあり引き続き調査して
頂くものとして次期委員会に期待したい。

③ 今後の子育て施策についてですが、過去４回に亘って調査研究を行って参りました。法
人保育園や学童クラブの皆さんと意見交換ができたのは、実績である。公施設に学童ク
ラブが年次毎に設置されることになったのは、一つの成果である。保育行政において
は、認可と認可外の格差があることから引き続きの調査事項として挙げてもらいたい。

④ 観光関連施設進捗と今後の課題については、過去２回に亘って調査を行ってきました。
物産館において、朝市が開催されるようになり、また斎場への車乗り入れ規制等につい
ては一つの成果である。観光３施設や久手堅船溜まりの利用状況、物産館前の駐車場や
斎場までの歩道の整備等課題は多いため引き続きの調査を改選後の委員会に期待した
い。

⑤ 議会報告会における意見・提言等の検討事項については、議会報告会終了後に行うべき
ものなので特に結論は出せない。

以上、これまで継続して行ってきた所管事務調査の報告を終わります。
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　市議会では、知念久高地域の現場調査を5月8日に行いました。

　沖縄振興特別推進交付金事業、第二次コミュニティFM放送施設整備事業の進捗状況や、過年度事

業の沖縄離島振興特別対策事業等の調査を行いました。

現　場　調　査

▲ 久高島留学センター
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～市民と議会をつなぐコミュニケーション機関誌～

平成26年６月定例会号平成26年６月定例会号
　
平
成
22
年
第
19
号
〜
平
成

26
年
第
34
号
ま
で
の
16
刊
、

議
会
で
の
様
々
な
審
議
内
容

等
を
よ
り
詳
し
く
市
民
の
皆

様
に
お
届
け
す
る
為
に
６
人

の
広
報
委
員
に
て
編
集
作
業

を
行
い
市
民
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」を
心

が
け
て
発
刊
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
議

会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
施

行
さ
れ
た
事
に
伴
う
議
会
改

革
の
内
容
や
様
々
な
議
会
活

動
の
内
容
を
記
事
に
し
て
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
市
民

の
皆
様
に
は
議
会
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
協
力
、ご
愛
読

を
頂
き
広
報
委
員
一
同
、心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
選
後
に
発
刊
さ
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」も
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
、ご
愛
読
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
広
報
委
員
長
　
前
里
輝
明

「
議
会
だ
よ
り
」を
、

　ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
議
会
だ
よ
り
」を
、

　ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広報調査特別委員会 奥左より、 中村直哉、 大城竜男、 国吉昌実、 伊禮清則
手前左より、 副委員長 松田兼弘、 委員長 前里輝明

尚巴志のまちづくりコンサート尚巴志のまちづくりコンサート

体協バスケット体協バスケット

　
市
議
会
を
代
表
し
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
四
年
間
、
南
城
市
議
会
の

議
会
運
営
、
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
の
使
命
は
市
民
の
負
託
に
応
え
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

南
城
市
議
会
で
は
議
会
の
持
つ
権
能
や
機
能
を
活
か
し
、議
会

改
革
を
推
し
進
め
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
平

成
24
年
３
月
議
会
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
又
、
両
常
任
委
員
会
で
の
所
管
事
務
調
査
や
多
種
多
様
な

要
望
、
陳
情
に
応
え
た
意
見
書
・
決
議
が
48
件
あ
り
20
名
の

議
員
が
四
年
間
活
発
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
南
西
石
油
の
油
流
出
事
故
、国
道
・
県
道
の
雑
草
除
去
、沖

縄
電
力
への
停
電
に
関
す
る
要
請
、自
転
車
道
・
南
部
東
道
路

の
早
期
着
工
、災
害
時
に
お
け
る
対
応
等
、市
民
生
活
に
直
結

す
る
課
題
に
つい
て
も
議
員
が
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に一般
質
問
に
お
い
て
は
、ほ
ぼ
全
議
員
が
毎
定
例
会
で

行
って
お
り
全
国
的
に
も
多
い
件
数
と
な
って
い
ま
す
。

　
南
城
市
議
会
が
４
年
間
順
調
に
議
会
の
使
命
を
全
う
で
き

ま
し
た
の
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、
特
性
を
活
か
し
議

会
と
行
政
、
市
民
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
三
位
一

体
と
な
って
邁
進
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
南
城
市
民
の
ご
多
幸
と
南
城
市
、南
城
市
議
会
の
益
々
の
飛

翔
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

四
年
間
を
振
り
返
っ
て

南城市議会議長
照喜名　智


